
定
工
区
完
成
に
伴
う
排
水
整
備
費
の

減
、　

年
度
完
成
予
定
で
残
事
業
が

28

少
な
く
な
っ
た
川
間
駅
北
口
駅
前
広

場
整
備
事
業
の
減
な
ど
で
７
億
７
千

　

万
円
減
、
教
育
費
は
耐
震
補
強
事

900業
の
減
、中
学
校
空
調
設
備
設
置
事

業
費
の
増
、川
間
公
民
館
建
設
事
業
の

増
な
ど
で
１
億
２
千　

万
円
増
で
す
。

800

　

歳
入
は
、
個
人
市
民
税
で
個
人
所

得
の
伸
び
は
あ
り
ま
す
が
、
県
が　
28

年
度
か
ら
進
め
る
普
通
徴
収
か
ら
特

別
徴
収
へ
の
移
行
に
伴
う
減
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
普
通
徴
収
で
は　
27

年
１
月
か
ら　

月
ま
で
の
所
得
に
対

12

す
る
市
税
は
全
額　

年
度
中
の
課
税

28

で
す
が
、
特
別
徴
収
で
は
地
方
税
法

上
、　

年
６
月
か
ら　

年
５
月
ま
で

28

29

の
天
引
き
と
な
り
ま
す
。　

年
４
月

29

分
と
５
月
分
は　

年
度
歳
入
の
た
め
、

29

　

今
議
会
は
、
平
成　

年
度
の
行
財

28

政
運
営
の
基
本
と
な
る
予
算
案
の
ご

審
議
を
い
た
だ
く
議
会
で
あ
り
、
は

じ
め
に
、　

年
度
予
算
に
つ
い
て
申

28

し
上
げ
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は　

億
１

501

千　

万
円
と
、　

年
度
比
で
１
・
０

300

27

パ
ー
セ
ン
ト
、
４
億
８
千　

万
円
の

400

減
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
増
減
は
、
総
務
費
は

市
長
選
挙
費
、参
議
院
議
員
選
挙
費
、

県
知
事
選
挙
費
な
ど
で
１
億
３
千
万

円
増
、
民
生
費
は
障
が
い
者
児
関
連

扶
助
費
の
増
、
保
育
所
建
設
助
成
費

の
増
な
ど
で
３
億
６
千　

万
円
増
、

400

土
木
費
は
六
丁
四
反
水
路
整
備
の
予
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移
行
し
た
初
年
度
は
、特
別

徴
収
税
額
が
２
か
月
分
減

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
法
人
市
民
税
は

税
制
改
正
の
影
響
で
減
と

な
り
、
固
定
資
産
税
は
家

屋
の
新
築
件
数
見
込
み
な

ど
で
増
と
な
り
ま
す
が
、

　
　
　
　
　
　

（
２
面
に
つ
づ
く
）

市
税
全
体
は
、　

万
円
の
減
と
な
り

400

ま
し
た
。

　

普
通
交
付
税
は
臨
時
財
政
対
策
債

へ
の
振
替
分
を
含
め
る
と
、
対　

年
27

度
当
初
交
付
決
定
比
で
５
億
６
千　
900

万
円
減
と
な
り
、
内
訳
は
普
通
交
付

税
が
１
億
４
千　

万
円
減
の　

億
７

800

36

千　

万
円
、
臨
時
財
政
対
策
債
が
４

500
億
２
千　

万
円
減
の　

億
４
千　

万

100

13

300

円
で
す
。
減
額
理
由
は
、
基
準
財
政

需
要
額
算
定
の
測
定
単
位
の
人
口
が

　

年
度
か
ら　

年
度
の
国
勢
調
査
人

22

27

口
と
な
る
こ
と
で
減
り
、
地
方
消
費

税
交
付
金
の
増
収
等
で
の
基
準
財
政

収
入
額
総
額
の
増
や
合
併
算
定
替
特

例
の
期
間
が
終
了
し
、
激
変
緩
和
措

置
の
３
年
目
で
一
本
算
定
と
合
併
算

定
替
の
交
付
基
準
の
差
の　

パ
ー
セ

50

ン
ト
削
減
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
全
体
で
は
、
地
方
消
費
税
交

付
金
の
１
億
９
千
万
円
増
、
配
当
割

交
付
金
の
５
千　

万
円
増
な
ど
の
増

700

収
の
一
方
、
一
般
財
源
を
経
常
的
な

収
入
で
確
保
で
き
ず
、
財
政
調
整
基

金
の
繰
入
れ
を
、
前
年
度
比
で
２
億

２
千
万
円
増
の
６
億
４
千
万
円
と
し

て
収
支
を
整
え
た
、
非
常
に
厳
し
い

予
算
編
成
で
あ
り
ま
し
た
。

　

地
方
債
は
、
小
中
学
校
と
幼
稚
園

の
空
調
設
備
設
置
事
業
が
通
常
債
で

の
実
施
と
な
る
た
め
、
期
間
中
は
市

独
自
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
る
こ
と
を　

月
議
会
で
も
説
明

12

’１６

国
の
財
政
運
営
と
野
田
市
の

予
算
編
成
の
考
え
方　
　
　

　

平
成　

年
第
１
回
定
例
市
議
会
で
、
根
本
市
長
は
３
月

28

２
日
、　

年
度
の
予
算
編
成
の
概
要
や　

の
政
策
の
柱
を

28

１０

中
心
に
、保
育
所
の
待
機
児
童
対
策
、全
て
の
公
立
中
学
校

へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
事
業
、川
間
公
民
館
の
改
築
な
ど
を
報

告
し
ま
し
た
。本
号
で
は
、そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成　

年
第
１
回
定
例
市
議
会
市
政
一
般
報
告

２８

　　

年年
度度
のの
予
算
編

予
算
編
成成
のの
概
要
概
要
やや

２８２８
　　　　
保
育
保
育
所所
のの
待
機
児
童
対

待
機
児
童
対
策策
なな

どど

報
告
報
告



し
ま
し
た
。　

年
度
は
、
中
学
校
空

28

調
設
備
設
置
事
業
債
が　

億
５
千　

15

700

万
円
と
な
り
、
通
常
債
総
額
が
プ
ラ

イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
基
準
額　

億
19

４
千
万
円
を
５
億
７
千　

万
円
超
過

100

し
た　

億
１
千　

万
円
と
な
り
ま
す
。

25

100

　

今
後
も
負
担
増
は
避
け
ら
れ
ず
、更

な
る
行
財
政
改
革
や
聖
域
な
き
事
業

の
見
直
し
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
平
成　

年
度
野
田
市
一
般
会
計
や
特

２８

別
会
計
の
概
要
は　

面
に
、
水
道
事
業

１０

会
計
の
予
算
概
要
は　

面
に
掲
載

１５

　

次
に
、
公
約
の　

の
政
策
の
柱
に

10

沿
っ
て　

月
議
会
以
降
の
状
況
と
新

12

年
度
予
算
の
施
策
を
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
自
主
防
災
組
織　

県
の
補
助
金
を

活
用
し
た
支
援
を
行
い
、
２
月
現
在

で　

団
体
の
組
織
で
、
組
織
率
は　

201

50

パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

◆
防
災
協
定　

株
式
会
社
セ
ブ
ン
‐

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
と
締
結
し
、

災
害
時
に
は
食
料
品
や
日
用
品
な
ど

の
提
供
を
受
け
ら
れ
、
店
舗
か
ら
防

災
・
災
害
情
報
の
提
供
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

◆
防
犯
対
策　

防
犯
組
合
各
支
部
に

よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
熱
心
な
活
動

の
結
果
、
昨
年
の
市
の
犯
罪
発
生
件

数
は
前
年
比　

件
減
の
千　

件
で
す
。

253

585

許

◆
空
き
家
等
対
策　

全
面
施
行
さ
れ

た
「
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る

特
別
措
置
法
」
に
、
市
の
条
例
と
の

重
複
が
あ
る
た
め
、
整
合
を
と
る
改

正
案
を
今
議
会
に
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
内
容
は
、
特
定
空
家
等
に
該

当
し
な
い
「
管
理
不
全
な
状
態
の
空

家
等
」
の
定
義
か
ら
、
法
で
定
め
る

「
特
定
空
家
等
」を
除
外
し
、
管
理
不

全
な
状
態
の
空
家
等
へ
の
措
置
を
助

言
及
び
指
導
と
す
る
と
と
も
に
、空
き

家
バ
ン
ク
制
度
に
、居
住
に
加
え
、使

用
す
る
場
合
も
対
象
に
拡
充
し
ま
す
。

◆
耐
震
改
修
促
進
計
画　

目
標
年
度

が　

年
度
で
あ
る
た
め
、
改
定
の
素

27
案
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続

を
実
施
し
ま
し
た
。
今
後
は
ご
意
見

を
反
映
さ
せ
、計
画
を
公
表
し
ま
す
。

◆
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
た

生
物
多
様
性
の
取
組　

放
鳥
し
た
メ

ス
の
愛
は
、関
東
各
地
を
移
動
後
、茨

城
県
神
栖
市
に
滞
在
し
て
い
ま
し
た

が
、　

月
５
日
に
、現
地
の
鉄
塔
の
下

12
で
死
亡
し
て
い
る
姿
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。死
因
は
、送
電
線
か
鉄
塔
に
衝

突
、あ
る
い
は
衝
突
後
に
墜
落
し
た
際

の
肋
骨
、鎖
骨
の
骨
折
に
よ
る
肝
臓
の

破
裂
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
検
査
の
結
果
、
病
気
の
発

症
は
な
く
、
栄
養
状
態
に
も
問
題
が

な
か
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

メ
ス
の
未
来
は
、
２
月
上
旬
ま
で

岡
山
県
玉
野
市
に
滞
在
し
た
後
、
現

在
は
愛
媛
県
今
治
市
に
移
動
し
ま
し

た
。
オ
ス
の
翔
は
、　

月
上
旬
ま
で

12

石
川
県
能
登
半
島
の
七
尾
市
に
滞
在

し
た
後
、
福
井
県
、
兵
庫
県
、
徳
島

県
を
経
由
し
、
現
在
、
高
知
県 
幡  
多 
は 

た

 
郡 ぐん 
大  
月 
お
お 
つ
き 

町 
に
い
ま
す
。
２
羽
は
、
現

ち
ょ
う

地
の
方
の
見
守
り
で
、
ナ
マ
ズ
や
小

魚
を
採
餌
し
て
い
る
等
の
元
気
な
様

子
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

コ
ウ
く
ん
と
コ
ウ
ち
ゃ
ん
の
ペ
ア

は
、
繁
殖
行
動
を
開
始
し
、
２
月
８

日
に
１
卵
目
の
産
卵
を
確
認
し
、
現

在
で
５
個
の
卵
を
抱
卵
し
て
い
ま
す
。

　
　

年
度
の
試
験
放
鳥
は
、
各
施
設

28
の
産
卵
時
期
や
血
統
も
考
慮
し
、
Ｉ

Ｐ
Ｐ
Ｍ 

Ｏ
Ｗ
Ｓ
（
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

個
体
群
管
理
に
関
す
る
機
関
・
施
設

間
パ
ネ
ル
）
の
計
画
に
沿
い
、
兵
庫

県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
か
多
摩

動
物
公
園
と
有
精
卵
を
交
換
し
、
ふ

化
し
た
ヒ
ナ
を
昨
年
同
様
、ソ
フ
ト
リ

リ
ー
ス
で
試
験
放
鳥
す
る
計
画
で
す
。

　

ま
た
、
公
益
財
団
法
人
山
階
鳥
類

研
究
所
の
林 
良  
博 
所
長
に
座
長
を
お

よ
し 
ひ
ろ

願
い
し
て
お
り
ま
す
「
コ
ウ
ノ
ト
リ

の
保
全
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」で
、

今
年
度
の
試
験
放
鳥
の
内
部
評
価
と

　

年
度
の
具
体
的
な
放
鳥
方
法
に
了

28承
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
環
境
へ
の
馴
化
と
飛

翔
力
の
兼
ね
合
い
か
ら
ふ
化
後
４
か

月
で
の
放
鳥
で
し
た
が
、　

年
度
は

28

地
元
定
着
の
可
能
性
を
考
慮
し
早
め

に
放
鳥
す
る
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
シ
ン
ボ
ル

と
し
た
地
域
づ
く
り
へ
の
財
源
に
、

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共
生
す
る
地
域
づ

く
り
推
進
協
議
会
」
が
、　

年
度
も

28

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株

式
会
社
の
「
サ
ン
ト
リ
ー
世
界
愛
鳥

－

基
金
」か
ら
１
千
万
円
の
助
成
を
頂
け

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ウ
ノ
ト

リ
定
着
化
に
向
け
た
環
境
整
備
や
放

鳥
に
伴
う
飼
育
管
理
体
制
の
整
備
等

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
考
え
で
す
。

　

中
心
市
街
地
再
活
性
化
の
た
め
の

商
店
街
の
あ
り
方
検
討
会
で
は
、
シ

ル
バ
ー
サ
ロ
ン
が
閉
所
す
る
土
曜
日

と
日
曜
日
に
商
店
街
連
合
会
が
フ
リ

ー
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
す
る
こ
と
を
検

討
し
ま
し
た
が
、
ま
ず
は
基
本
的
ル

ー
ル
が
必
要
と
の
判
断
か
ら
、
次
回

ま
で
に
商
店
街
連
合
会
会
長
と
商
工

会
議
所
、
市
で
「
検
討
の
た
め
の
た

た
き
台
」
を
作
成
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
活
用
に

は
、
商
店
街
連
合
会
が
積
極
的
で
あ

り
、
今
後
、
有
効
な
活
用
方
法
が
検

討
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

◆
買
物
弱
者
対
策　

移
動
販
売
「
ま

ご
こ
ろ
便
」
は
、
新
コ
ー
ス
と
し
た

　

年
４
月
か
ら
１
月
ま
で
を
前
年
同

27時
期
と
比
較
す
る
と
、
売
上
金
額
で

　

パ
ー
セ
ン
ト
の
増
、
利
用
者
数
で

16
　

パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
、
新
コ
ー
ス

22効
果
と
移
動
販
売
事
業
の
定
着
が
進

ん
で
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
運
営
が
軌
道
に
乗
る
ま
で

は
赤
字
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
３
年

防
災
対
策
と
安
全
安
心
な　

街
づ
く
り
の
推
進　
　
　
　

持
続
可
能
な
農
業
の
確
立
と

生
物
多
様
性
の
充
実　
　
　

中
心
市
街
地
の
再
活
性
化
と

買
物
弱
者
対
策
の
実
施

年末には一斉パトロールを実年末には一斉パトロールを実施施

（三浦美知代氏撮影（三浦美知代氏撮影））
大月町の翔くん（１月２７日大月町の翔くん（１月２７日））



間
を
目
安
に
運
営
者
の
パ
ル
シ
ス
テ

ム
千
葉
に
運
営
費
を
補
助
し
て
き
ま

し
た
。
今
年
度
が
３
年
目
で
す
が
、

売
上
額
等
は
伸
び
て
い
る
も
の
の
、

黒
字
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
継
続
に

は
補
助
金
に
よ
る
運
営
支
援
を
続
け

ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、売
上
等
も
伸
び
て
お
り
、

共
同
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
補
助

金
額
は
運
営
費
の
不
足
分
を
双
方
で

均
等
に
近
い
形
で
負
担
す
る
こ
と
と

し
、減
額
し
た
金
額
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
利
用
状
況
を
踏
ま
え
た
停

留
所
の
見
直
し
を
パ
ル
シ
ス
テ
ム
千

葉
と
協
議
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◆
次
期
総
合
計
画　

基
本
構
想
と
基

本
計
画
に
基
づ
き
、
３
月
中
を
目
途

に
、
第
一
次
実
施
計
画
の
策
定
作
業

を
進
め
て
い
ま
す
。

◆
ま
め
バ
ス　

現
在
の
契
約
が
３
月

末
で
終
了
す
る
た
め
、
４
月
か
ら　
33

年
３
月
ま
で
運
行
委
託
し
、
７
月
か

ら
は
新
運
行
計
画
で
の
運
行
を
行
う

べ
く
、
制
限
付
一
般
競
争
入
札
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

応
札
者
は
現
在
の
受
託
者
の
み
で
、

運
転
士
不
足
や
安
全
対
策
の
対
応
等

で
人
件
費
が
想
定
以
上
に
上
昇
し
た

た
め
、不
調
と
な
り
ま
し
た
。

　

路
線
バ
ス
の
新
規
運
行
に
は
、
認

可
に
３
か
月
程
度
を
要
す
る
た
め
、

継
続
し
た
運
行
の
た
め
に
は
現
在
の

受
託
者
と
契
約
を
す
る
ほ
か
に
な
い

た
め
、
ま
ず
は
、　

年
度
限
り
の
契

28

約
と
し
て
、
従
来
の
業
務
委
託
方
式

を
見
直
し
、
事
業
主
体
を
市
、
運
行

主
体
を
バ
ス
事
業
者
と
し
て
、
運
行

経
費
の
上
限
額
を
設
定
し
、
経
費
を

運
賃
収
入
で
賄
え
な
か
っ
た
額
を
、

予
算
の
範
囲
内
で
市
が
補
助
す
る
方

式
に
変
更
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
消
費
税
の
不
課
税

取
引
と
な
り
、
業
務
委
託
方
式
で
支

出
す
る
こ
と
と
な
る
消
費
税
分　

万
790

円
程
度
の
経
費
を
削
減
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
上
限
額
６
千　

万
円
以
内

800

で
の
運
行
に
は
、
更
に　

万
円
程
度

830

の
運
賃
増
収
が
必
要
で
あ
り
、
窮
状

を
訴
え
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
利

用
を
呼
び
掛
け
る
と
と
も
に
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
検
討
専
門
委
員
の
意

見
を
伺
い
な
が
ら
、
対
策
を
検
討
す

る
考
え
で
す
。

◆
学
校
の
耐
震
化
工
事　
　

年
度
末

27

で
計
画
ど
お
り
全
て
の
学
校
施
設
で

完
了
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
非
構
造
部
材
の
吊
り
天
井

改
修
工
事
と
、
吊
り
形
照
明
器
具
改

修
工
事
も
全
て
完
了
し
ま
し
た
。

◆
保
健
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
化
工
事　

耐
震
診
断
の
結
果
、
構
造
耐
震
判
定

指
標　

値
０
・
６
を
下
回
る
０
・　

Is

536

と
な
り
工
事
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
保
健
セ
ン
タ
ー
は
築　

年
34

が
経
過
し
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ

と
か
ら
、
野
田
市
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、

長
寿
命
化
の
た
め
、
耐
震
補
強
と
建

物
改
修
を
併
せ
て
実
施
し
ま
す
。

◆
川
間
公
民
館
の
改
築　

先
の
議
会

で
新
築
工
事
請
負
契
約
の
締
結
を
議

決
し
て
い
た
だ
き
、
１
月
に
工
事
に

着
手
し
ま
し
た
。

◆
鉄
道
高
架
事
業　

国
か
ら
の
補
助

金
が
少
な
い
状
況
で
し
た
が
、
野
田

市
駅
周
辺
の
第
４
工
区
で
は
、
基
礎

杭
の
施
工
と
と
も
に
６
基
の
高
架
橋

の
橋
脚
が
立
ち
上
が
り
、
県
道
野
田

牛
久
線
を
挟
み
２
基
の
橋
脚
の
施
工

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
野
田
市
駅
か

ら
終
点
方
の
第
５
工
区
に
は
、
６
基

の
橋
脚
に
加
え
、
第
二
中
学
校
北
側

の
踏
切
付
近
に
２
基
の
橋
脚
が
完
成

し
ま
し
た
。

　
　

年
度
は
、
全
区
間
の
仮
線
切
り

28
替
え
と
と
も
に
、
愛
宕
駅
東
口
の
仮

駅
舎
の
築
造
を
目
指
す
考
え
で
す
。

◆
野
田
市
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業

　

市
道
1
1
7
0
号
線
に
埋
設
さ
れ

て
い
る
雨
水
管
の
移
設
工
事
が
完
了

し
、
あ
わ
せ
て
、
歩
行
者
の
安
全
の

た
め
、
暫
定
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、

鉄
道
線
路
側
に
２
メ
ー
ト
ル
の
歩
道

を
設
置
し
ま
し
た
。

◆
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備　

中
根
地
先
に
整
備
す
る　

床
の
「
い

70

　
　
　
　
　
　

（
４
面
に
つ
づ
く
）

次
期
総
合
計
画
の
策
定
と

新
市
建
設
計
画
の
確
実
な
実
現

都
市
基
盤
・
生
活
関
連
施
設

の
整
備

福
祉
・
医
療
・
雇
用
の
充
実

距

  「
自
転
車
盗
」に
ご
注
意

　
　
　
北
部
ま
め
ば
ん
で
相
談
を
受
付

前
）
に
設
置
し
て
い
る
北
部
安
全

安
心
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
北
部
ま
め
ば

ん
）
で
は
身
の
回
り
の
防
犯
に
関

す
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

相
談
員
は
元
警
察
官
で
す
。
不

審
な
こ
と
や
心
配
事
が
あ
っ
た
ら
、

直
接
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
受
付
時
間
】　

時
～　

時（
無
休
）

14

19

【
問
合
せ
】
防
災
安
全
課
、
野
田

警
察
署
☎
７
１
２
５ 

０
１
１

０
、
北
部
ま
め
ば
ん
☎
７
１
２
９

 

８
８
７
７

－

－

　

市
内
で
の
自
転
車
盗
の
犯
罪
数

は
、
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の

の
依
然
と
し
て
高
い
水
準
で
す
。

　

新
規
に
購
入
す
る
方
や
、
す
で

に
利
用
し
て
い
る
方
は
、
被
害
に

合
わ
な
い
た
め
に
、
①
鍵
を
２
つ

以
上
か
け
る
、
②
防
犯
登
録
を
行

う
、
③
自
宅
で
も
鍵
を
か
け
て
保

管
す
る
。
３
点
す
べ
て
を
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
野
田
七

光
台
付
近
（
七
光
台
小
学
校
正
門

７月から新計画での運行を予７月から新計画での運行を予定定

事業により交通渋滞の解消事業により交通渋滞の解消へへ



き
い
き
タ
ウ
ン
の
だ
」
は
、
４
月
１

日
に
開
所
予
定
で
す
。

　

船
形
地
先
の
第
二
の
福
祉
ゾ
ー
ン

に
整
備
す
る
、
障
が
い
者
に
も
対
応

し
た　

床
の
「（
仮
称
）
船
形
福
祉
施

90

設
サ
ル
ビ
ア
」
は
、　

年
４
月
の
開

29

設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

愛
宕
駅
東
第
一
土
地
区
画
整
理
事

業
地
区
内
に
整
備
す
る
中
心
市
街
地

の　

床
は
、
事
業
の
候
補
者
で
あ
る

70
「
社
会
福
祉
法
人
法
師
会
」
が
、　
30

年
４
月
を
目
標
に
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
第
６
期
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ン

で
位
置
付
け
た
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
は
、　

年
度
に
定
期
巡
回
・
随
時

28

対
応
型
訪
問
介
護
看
護
や
、
看
護
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
（
複
合
型

サ
ー
ビ
ス
）、認
知
症
対
応
型
通
所
介

護
（
認
知
症
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）、
認
知

症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
（
認
知
症

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
の
施
設
に
つ
い

て
公
募
等
に
よ
り
事
業
者
を
募
集
し
、

整
備
し
て
い
き
ま
す
。

◆
認
知
症
対
策　

認
知
症
初
期
集
中

支
援
推
進
事
業
と
、
認
知
症
地
域
支

援
・
ケ
ア
向
上
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

認
知
症
初
期
集
中
支
援
推
進
事
業

は
、
野
田
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
の
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ

ー
ム
配
置
の
準
備
を
進
め
て
お
り
、

医
師
会
か
ら
専
門
医
の
推
薦
を
い
た

だ
き
、　

年
度
に
は
専
門
職
２
人
に

28

同
チ
ー
ム
員
研
修
を
受
講
さ
せ
、　
29

年
度
に
は
同
チ
ー
ム
検
討
委
員
会
を

設
置
し
て
、
支
援
チ
ー
ム
を
設
立
す

る
考
え
で
す
。

　

認
知
症
地
域
支
援
・
ケ
ア
向
上
事

業
は
、
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
の

配
置
に
向
け
、
野
田
地
区
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
２
人
、南
部
・
福
田

地
区
、北
部
・
川
間
地
区
の
各
１
人
に

研
修
を
受
講
さ
せ
ま
し
た
。　

年
度
、

28

　

年
度
に
も
受
講
さ
せ
、関
宿
地
区
も

29含
め
た
４
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
２
人
ず

つ
、計
８
人
を
配
置
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、　

年
度
に
は
、
推
進
員
が

28

症
状
に
応
じ
た
適
切
な
医
療
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
流
れ
を
示
す
「
認

知
症
ケ
ア
パ
ス
」
を
作
成
し
活
用
す

る
ほ
か
、
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族

が
集
い
、
つ
な
が
り
を
支
援
す
る

「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
に
つ
い
て
、
そ

の
基
本
的
な
考
え
方
を
整
理
し
ま
す
。

◆
臨
時
福
祉
給
付
金　

受
付
期
間
が

終
了
し
、
２
月　

日
現
在
の
申
請
率

19

は　

・
9
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

78

　

な
お
、国
は　
年
度
の
臨
時
福
祉
給

28

付
金
と
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福

祉
給
付
金
の
支
給
を
決
定
し
ま
し
た
。

◆
待
機
児
童
対
策　

２
月
の
待
機
児

童
数
は
前
年
同
時
期
比
で　

人
減
の

40

　

人
、
待
機
児
童
を
含
む
保
留
者
数

52は　

人
減
の　

人
で
す
が
、　

年
４

122

219

27

月
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ　

人
、　

人

42

100

増
え
て
お
り
、
今
後
も
第
４
期
計
画

の
取
り
組
み
で
解
消
を
進
め
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
梅
郷
保
育
園
（
す

く
す
く
保
育
園
）
分
園
の
新
設
工
事

で
は
園
舎
が
ほ
ぼ
完
成
し
、４
月
１
日

か
ら
は
低
年
齢
児　

人
分
の
定
員
が

54

確
保
さ
れ
る
予
定
で
す
。

◆
野
田
聖
華
幼
稚
園
の
認
定
こ
ど
も

園
移
行　
　

年
度
か
ら
の
２
か
年
事

27

業
と
し
て
園
舎
解
体
工
事
に
着
手
し

て
い
ま
す
。　

年
度
の
開
園
時
に
は

29

保
育
所
部
分
で　

人
、
現
幼
稚
園
児

69

が
卒
園
す
る　

年
度
ま
で
に
、
更
に

31

　

人
分
が
確
保
さ
れ
る
予
定
で
す
。

42
　

そ
の
ほ
か
で
は
、
将
来
の
児
童
数

減
少
に
よ
る
供
給
過
剰
の
問
題
に
、

既
存
保
育
所
の
定
員
増
加
で
対
応
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
民
間
で
４
保

育
所
、
指
定
管
理
で
３
保
育
所
の
計

７
保
育
所
で
、
各　

人
増
の
合
計　

10

70

人
分
増
員
し
、
公
定
価
格
の
単
価
低

下
に
よ
る
事
業
者
の
収
入
減
分
を
市

が
助
成
す
る
こ
と
で
、
費
用
対
効
果

の
面
で
も
、
新
た
に
施
設
を
整
備
す

る
よ
り
も
若
干
有
利
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
士
不
足
に
よ
り
待
機

児
童
が
発
生
す
る
状
況
も
あ
る
た
め
、

市
内
保
育
所
へ
の
勤
務
を
条
件
に
、

事
業
者
が
保
育
士
確
保
の
た
め
に
市

鋸

　

市
は
、
平
成　

年
度
か
ら
ス
タ

28

ー
ト
す
る
新
野
田
市
総
合
計
画
で
、

市
民
参
加
の
推
進
の
た
め
に
、
審

議
会
な
ど
の
公
募
委
員
の
導
入
枠

を
１
人
か
ら
２
人
に
拡
大
す
る
目

標
値
が
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
公
募
委
員
導
入
の
基
本
方
針

を
見
直
し
ま
し
た
。

　

現
在
２
人
以
上
の
枠
の
あ
る
審

議
会
な
ど
を
除
い
た　

の
審
議
会

19

な
ど
で
、　

年
度
か
ら
委
嘱
替
え
に

28

合
わ
せ
て
条
例
改
正
な
ど
の
条
件
を

整
備
し
、順
次
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

年
度
は
、７
の
審
議
会
な
ど
で
、

28
導
入
枠
を
拡
大
し
ま
す
。

◆
女
性
委
員
の
登
用
率
の
拡
大
を
目

指
し
て

　

基
本
方
針
で
は
、
女
性
委
員
の
目

標
登
用
率
の
達
成
の
た
め
、
女
性
委

員
の
み
を
公
募
す
る
こ
と
も
で
き
る

と
し
て
き
ま
し
た
。
第
３
次
野
田

市
男
女
共
同
参
画
計
画
の
策
定
に

合
わ
せ
て
、
女
性
委
員
の
割
合
を

　

パ
ー
セ
ン
ト
に
す
る
こ
と
を
目

50指
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
よ
り
多
く
の
市
民
参
加

の
た
め
、
原
則
と
し
て
複
数
の
審

議
会
な
ど
の
公
募
委
員
は
併
任
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
同
様
の
趣

旨
か
ら
、
連
続
し
て
同
じ
審
議
会

な
ど
の
公
募
委
員
と
な
る
こ
と
も

で
き
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】
行
政
管
理
課

よ
り
多
く
の
市
民
参
加
に

　
　
公
募
委
員
枠
を
２
人
に
拡
大

新たに特別養護老人ホームが開新たに特別養護老人ホームが開設設

今年度も臨時福祉給付金を支今年度も臨時福祉給付金を支給給



内
で
借
り
上
げ
た
宿
舎
の
家
賃
補
助

事
業
も
創
設
予
定
で
す
。

◆ 
多  
子 
世
帯
の
保
育
料
負
担
の
軽
減

た 

し

措
置　

こ
れ
ま
で
第
１
子
が
小
学
校

入
学
前
の
場
合
の
保
育
所
保
育
料
や
、

小
学
３
年
生
以
下
の
場
合
の
幼
稚
園

保
育
料
は
、
第
２
子
は
半
額
、
第
３

子
以
降
は
無
料
で
し
た
が
、
国
の
基

準
改
正
で
、　

年
度
か
ら
年
収　

万

28

360

円
未
満
の
世
帯
で
は
第
１
子
の
年
齢

条
件
が
な
く
な
る
た
め
、
市
も
こ
れ

に
対
応
し
ま
す
。

◆
未
婚
の
ひ
と
り
親
へ
の
寡
婦
・
寡

夫
控
除
の
み
な
し
適
用　

昨
年
か
ら

実
施
し
て
い
る
保
育
所
保
育
料
に
続

き
、
来
年
度
か
ら
は
学
童
保
育
所
保

育
料
と
市
立
幼
稚
園
保
育
料
、
私
立

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
に
も
適
用

を
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

◆
学
童
保
育
所
の
過
密
化
対
策　

２

月
時
点
で
小
学
校
区
単
位
保
育
室
の

1
人
当
た
り
基
準
面
積
を
下
回
る
施

設
は
４
か
所
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
北

部
学
童
保
育
所
の
移
転
は
設
計
業
務

等
を
進
め
て
お
り
、
野
田
第
二
学
童

保
育
所
移
設
と
清
水
第
三
学
童
保
育

所
新
設
は
当
初
予
算
に
工
事
費
を
計

上
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

◆
子
育
て
支
援
・
児
童
虐
待
防
止
総

合
対
策
大
綱
の
改
訂　

新
エ
ン
ゼ
ル

プ
ラ
ン
第
４
期
計
画
と
整
合
を
図
り
、

新
た
に
「
子
ど
も
支
援
室
」
と
の
連

携
や
居
所
不
明
児
童
の
早
期
把
握
の

虐
待
防
止
対
策
な
ど
を
盛
り
込
む
形

で
見
直
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン

ト
手
続
と
野
田
市
要
保
護
児
童
対
策

地
域
協
議
会
代
表
者
会
議
に
よ
る
審

議
を
経
て
、
決
定
し
ま
し
た
。

◆
生
活
困
窮
者
の
自
立
相
談
支
援
事

業　

２
月
現
在
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
前
年
度
よ
り　

件
139

多
い　

件
の
新
規
相
談
が
あ
り
、
電

223

話
相
談
は　

件
多
い　

件
で
す
。
相

558

898

談
者
の
う
ち
、
支
援
プ
ラ
ン
作
成
件

数
は
前
年
度
よ
り　

件
多
い　

件
、プ

42

55

ラ
ン
に
よ
る
就
労
支
援
で
生
活
困
窮

か
ら
脱
し
自
立
さ
れ
た
方
は
５
人
多

い　

人
で
す
。

26

　

ま
た
、
聞
き
取
っ
た
ア
セ
ス
メ
ン

ト
の
確
認
や
支
援
プ
ラ
ン
の
検
証
、

支
援
情
報
の
共
有
の
た
め
、
専
門
知

識
を
有
す
る
者
で
構
成
す
る
支
援
調

整
会
議
を
毎
月
実
施
し
、
１
月
ま
で

に　

件
を
検
討
し
ま
し
た
。

55
◆
学
習
支
援
事
業　

中
学
１
年
生
か

ら
３
年
生
ま
で
を
対
象
に
、
平
日
の

夕
方
に
週
１
回
、
市
内
５
か
所
の
公

民
館
等
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

月
ご
と
の
皆
勤
者
へ
の
褒
賞
制
度

や
、
欠
席
の
生
徒
へ
の
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
や
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
連
絡
な
ど
で
、
出
席
率

も
昨
年
度
の　

・
7
パ
ー
セ
ン
ト
か

41

ら
約　

パ
ー
セ
ン
ト
に
向
上
し
ま
し

70

た
。
し
か
し
、
準
要
保
護
世
帯
が
参

加
率
8
・
3
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
そ
の

低
さ
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で　

年
度
は
、
４
月
か
ら
開

28

講
す
る
と
と
も
に
、
対
象
を
生
活
保

護
基
準
の
1
・
5
倍
の
収
入
世
帯
に

拡
大
し
、
参
加
者　

人
、
出
席
率　

100

80

パ
ー
セ
ン
ト
を
目
標
と
し
、
チ
ラ
シ

等
の
配
布
や
市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
活
用
し
て
周
知
し
ま
す
。

◆
難
病
療
養
者
見
舞
金　

国
は
、
難

病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す

る
法
律
を
制
定
し
、
対
象
の
特
定
疾

患
を　

疾
患
か
ら　

疾
患
に
大
幅
に

56

306

拡
大
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、児
童
福
祉
法
の
改
正
で
対
象

の
小
児
慢
性
特
定
疾
病
が　

疾
患
群

11

か
ら　

疾
患
群
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

14

　

対
象
拡
大
で
年
約
１
億
４
千　

万
300

円
の
支
出
と
な
り
、　

年
度
決
算
見

27

込
額
の
1
・
7
倍
増
と
い
う
大
き
な

財
政
負
担
に
な
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

今
後
も
対
象
拡
大
が
想
定
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
市
の
単
独
事
業
で
は
助
成

水
準
の
維
持
は
困
難
で
、
制
度
見
直

し
も
含
め
慎
重
に
検
討
を
進
め
ま
し

た
が
、
見
舞
金
制
度
の
趣
旨
か
ら
、

対
象
者
を
絞
る
の
で
は
な
く
、
水
準

は
下
げ
て
も
対
象
者
全
員
へ
の
助
成

が
重
要
と
の
結
論
に
達
し
ま
し
た
。

　

試
算
で
は
、　

年
度
の
決
算
見
込

27

額
８
千　

万
円
の
範
囲
内
で
は
助
成

600

額
が
１
人
月
額
３
千
円
（
入
院
月
額

５
千
円
）
と
な
り
、
４
月
分
か
ら
、

制
度
見
直
し
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

◆
重
症
心
身
障
が
い
児（
者
）施
設
東

葛
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
光
陽
園　
　
12

月
議
会
で
、
今
年
度
限
り
と
い
う
こ

と
で
運
営
費
補
助
の
補
正
予
算
を
議

決
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の

状
況
で
は
、
将
来
的
に
更
に
運
営
費

補
助
を
求
め
ら
れ
る
可
能
性
も
少
な

く
な
い
と
非
常
に
危
惧
し
て
い
ま
す
。

　

病
床
数
を
現
在
の　

床
か
ら　

床

80

88

に
増
床
す
る
計
画
で
す
が
、
県
も
早

期
に
認
可
す
る
方
向
で
、「
病
床
数
の

　
　
　
　
　
　

（
６
面
に
つ
づ
く
）

公
園
の
利
用
と
管
理
に

　
　
　
　
 　
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

　

市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
伺
い
、
計
画
や
条
例
に
反
映
さ

せ
る
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

手
続
」
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

策
定
作
業
を
進
め
て
い
る
「
野

田
市
都
市
公
園
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」
の
素
案
に
皆
さ
ん
の
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

　

素
案
は
、み
ど
り
と
水
の
ま
ち
づ

く
り
課
窓
口
の
ほ
か
、市
役
所
・
い

ち
い
の
ホ
ー
ル
の
行
政
資
料
コ
ー

ナ
ー
、各
公
民
館
、各
図
書
館
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

意
見
は
、
４
月
１
日
鞘
か
ら
５

月
２
日
鉦
ま
で
に
、
所
定
の
用
紙

か
任
意
の
書
式
に
記
入
し
、平
日
に

直
接
持
参
か
閲
覧
場
所
の
意
見
投

函
箱
に
投
函
、フ
ァ
ク
ス（
思
７
１

２
２ 

１
５
５
８
）、
郵
送
（
最
終

日
の
消
印
有
効
）の
ほ
か
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
提
出
で
き
ま
す
。

　

寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
や
意

見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
な
ど
は
、

個
人
情
報
を
除
き
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
み
ど
り
と
水
の
ま
ち

づ
く
り
課

－

漁

親身な聞き取りで支援プランを作親身な聞き取りで支援プランを作成成



増
加
は
施
設
の
有
効
利
用
の
た
め
で
、

直
ち
に
施
設
の
定
員
増
と
は
な
ら
な

い
」
と
の
説
明
で
す
が
、
定
員
数
の

増
加
に
は
、
ま
ず
病
床
数
の
増
床
が

必
要
で
す
。
現
入
所
者
が
定
員　

人
75

に
対
し　

人
と
、
定
員
に
達
す
る
見

67

込
み
も
な
い
状
態
で
の
病
床
数
増
加

の
理
由
は
な
く
、
近
い
将
来
の
定
員

増
を
見
越
し
た
も
の
と
考
え
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。
６
市
の
待
機
者
（
野
田

市
は
０
人
）
が
少
な
い
現
状
で
の
定

員
増
は
、
県
外
の
入
所
者
の
増
か
、

再
び
経
営
難
に
陥
る
か
の
２
つ
の
選

択
肢
し
か
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

県
が
極
め
て
楽
観
的
で
あ
る
た
め
、

早
急
に
関
係
５
市
に
働
き
か
け
、
定

員
増
と
入
所
者
選
定
の
ル
ー
ル
を
協

議
す
る
考
え
で
す
。

◆
障
害
者
差
別
解
消
法　

全
て
の
人

が
障
が
い
の
あ
り
な
し
に
よ
り
分
け

隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
互
い
に
人

格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
、

共
に
生
き
る
社
会
を
作
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ

れ
る
た
め
、
市
は
法
に
基
づ
く
行
政

機
関
と
し
て
の
取
り
組
み
を
周
知
す

る
た
め
、３
月
に
課
長
以
上
の
職
員
、

指
定
管
理
者
の
長
、
小
・
中
学
校
長

を
対
象
に
研
修
会
を
、　

年
度
に
全

28

職
員
を
対
象
に
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
方
が
行
政
機
関
、

事
業
所
か
ら
差
別
を
受
け
た
場
合
の

相
談
窓
口
は
、
障
が
い
者
支
援
課
と

し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
報
、
チ

ラ
シ
で
法
の
周
知
を
行
い
ま
す
。

◆
歯
科
口
腔
保
健
計
画　

歯
科
口
腔

保
健
の
推
進
に
関
す
る
条
例
に
基
づ

き
、
２
月
の
野
田
市
保
健
医
療
問
題

審
議
会
で
野
田
市
歯
科
口
腔
保
健
計

画
の
策
定
を
諮
問
し
ま
し
た
。　

　
　

年
度
に
答
申
を
頂
く
予
定
で
す
。

28
◆
子
ど
も
支
援
室　

昨
年　

月
か
ら

10

１
月
末
ま
で
に
、
妊
娠
届
を　

件
受

275

理
し
、
面
接
の
上
で
母
子
健
康
手
帳

を
交
付
し
、
若
年
妊
婦
や
疾
患
を
抱

え
る
妊
婦
な
ど
支
援
が
必
要
と
判
断

さ
れ
た
妊
婦　

件
に
、
妊
婦
用
ケ
ア

58

プ
ラ
ン
「
ゆ
り
か
ご
プ
ラ
ン
」
を
作

成
し
支
援
し
て
い
ま
す
。
電
話
相
談

　

件
、
来
所
相
談　

件
、
出
張
相
談

119

80

７
件
、
訪
問
相
談
１
件
、
文
書
相
談

１
件
の
合
計　

件
の
相
談
を
受
け
、

208

発
達
の
遅
れ
や
養
育
環
境
に
課
題
が

あ
る
な
ど
の　

件
の
ケ
ー
ス
で
、
子

12

ど
も
用
ケ
ア
プ
ラ
ン
「
す
こ
や
か
プ

ラ
ン
」を
作
成
し
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
出
産
後
の
子
育
て
に
妊

娠
中
か
ら
の
支
援
が
必
要
と
認
め
ら

れ
る
妊
婦
な
ど
、
関
係
課
の
連
携
が

必
要
な
ケ
ー
ス
に
は
、
随
時
、
関
係

課
を
含
め
た
ケ
ー
ス
会
議
を
開
催
し

対
応
方
針
の
検
討
を
行
い
、
ケ
ー
ス

に
よ
っ
て
は
庁
外
機
関
と
の
連
携
な

ど
、継
続
し
た
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
支
援
の
つ
な
ぎ
先
に
困

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
限
ら
れ
た
資
源

を
ど
の
よ
う
に
有
効
に
活
用
す
る
か

な
ど
関
係
課
を
交
え
て
検
討
す
べ
き

課
題
も
浮
か
び
上
が
っ
て
き
て
お
り
、

今
後
、
協
議
を
進
め
る
考
え
で
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
運
営　
　

年
28

度
の
運
営
は
、
本
年
度
の
剰
余
金
と

国
保
財
政
調
整
基
金
の
活
用
で
、
収

支
が
取
れ
る
見
通
し
で
す
。
こ
の
た

め
、
来
年
度
は
国
保
税
の
税
率
改
定

は
行
わ
な
い
こ
と
を
２
月
開
催
の
国

保
運
営
協
議
会
で
報
告
し
、
ご
了
承

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
健
康
寿
命
の
延
伸
と
医
療

費
の
適
正
化
で
は
、
今
年
度
策
定
予

定
の
国
民
健
康
保
険
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

計
画
で　

年
度
と　

年
度
を
計
画
期

28

29

間
と
す
る
素
案
を
、１
月
の
国
保
運
営

協
議
会
で
ご
了
承
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手

続
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
協
議
会
で

ご
審
議
を
い
た
だ
き
、
年
度
末
ま
で

に
決
定
す
る
予
定
で
す
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料　

来

年
度
が
２
年
ご
と
の
見
直
し
の
年
に

当
た
り
ま
す
。
昨
年
末
か
ら
の
千
葉

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と
県

の
協
議
の
結
果
、　

年
度
と　

年
度

28

29

は
、
１
人
当
た
り
の
平
均
保
険
料
を

年
額
で
6
万
７
千　

円
か
ら
６
万
９

323

千　

円
へ
２
千　

円
増
、約
３
・　

パ

812

489

70

ー
セ
ン
ト
引
き
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。

　

広
域
連
合
議
会
で
決
定
し
た
保
険

料
率
は
、
均
等
割
額
が
３
万
８
千　
700

円
か
ら
４
万　

円
へ
千　

円
の
引
き

400

700

上
げ
、所
得
割
率
が
７
・　

パ
ー
セ
ン

43

ト
か
ら
7
・　

パ
ー
セ
ン
ト
へ
0
・
5

93

ポ
イ
ン
ト
の
引
き
上
げ
で
す
。

◆
組
み
体
操　

近
年
、
県
内
外
で
重

篤
な
事
故
が
発
生
し
、
更
な
る
安
全

対
策
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

野
田
市
教
育
委
員
会
と
野
田
市
小

中
学
校
校
長
会
で
は
、
運
動
会
と
体

育
祭
で
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
協
議

を
重
ね
、　

年
度
か
ら
組
み
体
操
は

28

実
施
し
な
い
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
種
目
で
も
、
過
去
の
事

故
の
事
例
や
要
因
を
踏
ま
え
、
発
達

段
階
に
沿
っ
た
計
画
を
立
て
る
な
ど
、

安
全
を
第
一
に
考
え
て
実
施
し
ま
す
。

◆
エ
ア
コ
ン
整
備　
　

年
度
は
中
学

28

校
に
設
置
し
、　

年
度
は
小
学
校
と

29

幼
稚
園
に
設
置
し
ま
す
。

◆
文
化
会
館
の
屋
根
・
外
壁
防
水
改

修　

工
事
は
完
了
し
、
行
政
改
革
大

綱
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
施
設
の
長
寿
命
化
計
画
）
の
基
本

方
針
に
基
づ
き
、
文
化
会
館
の
障
が

い
者
や
高
齢
者
等
の
利
用
者
の
利
便

性
向
上
の
た
め
、
玄
関
ス
ロ
ー
プ
の

改
修
や
階
段
手
す
り
の
取
り
付
け
な

ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
も
３
月
に
完

成
予
定
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、　

年
以
来
年
次
計

21

画
で
進
め
て
き
ま
し
た
改
修
工
事
は
、

全
て
完
了
と
な
り
ま
す
。

◆
関
宿
中
央
公
民
館
の
空
調
設
備
改

修　
　

年
度
と　

年
度
の
２
か
年
で

27

28

進
め
て
お
り
、
実
施
設
計
が
終
了
し

た
こ
と
か
ら
、
３
月
に
改
修
工
事
の

入
札
を
予
定
し
、
６
月
末
の
冷
房
運

転
開
始
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◆
総
合
公
園
陸
上
競
技
場
の
改
修　

今
年
度
は
、
ト
ラ
ッ
ク
と
フ
ィ
ー
ル

教
育
の
充
実
と
青
少
年
の

健
全
育
成
の
強
化

禦

家庭に合わせて「ケアプラン」を作家庭に合わせて「ケアプラン」を作成成

利便性の高い施設へ改利便性の高い施設へ改修修



　
　
　
　
　
　

（
８
面
に
つ
づ
く
）

ド
内
の
走
り
幅
跳
び
助
走
路
等
の
ウ

レ
タ
ン
改
修
や
、
レ
ー
ン
ラ
イ
ン
、

マ
ー
キ
ン
グ
等
の
改
修
を
行
い
、
２

月
に
完
了
し
ま
し
た
。

◆
読
書
手
帳　

読
書
普
及
の
推
進
を

目
的
に
、
借
り
た
本
の
読
書
履
歴
を

記
録
し
、
保
存
で
き
る
「
読
書
手
帳
」

を
希
望
者
と
新
小
学
１
年
生
に
４
月

か
ら
配
布
し
ま
す
。

　

希
望
者
に
は
各
図
書
館
の
窓
口
で

図
書
館
カ
ー
ド
を
提
示
の
上
、
ま
た

新
小
学
１
年
生
に
は
利
用
者
登
録
時

に
図
書
館
バ
ッ
グ
と
併
せ
て
配
布
し

ま
す
。

◆
新
清
掃
工
場
建
設　

第
二
清
掃
工

場
隣
接
候
補
地
の
地
元
自
治
会
長
に
、

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
詳
細
を
２
月

に
説
明
し
た
結
果
、
最
終
的
に
実
施

の
ご
了
承
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

現
在
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

建
設
予
定
地
隣
接
候
補
地
は
、
２
月

に
地
元
自
治
会
長
に
説
明
会
を
開
催

し
た
と
こ
ろ
、
以
前
か
ら
反
対
の
意

向
で
あ
っ
た
関
係
４
自
治
会
の
う
ち

１
自
治
会
が
、
賛
成
の
意
見
に
変
わ

り
ま
し
た
が
、
他
の
３
自
治
会
は
、

反
対
の
意
向
は
変
わ
ら
な
い
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

候
補
地
の
選
定
は
、
新
清
掃
工
場

建
設
候
補
地
選
定
審
議
会
に
諮
問
し

て
お
り
、
４
月
の
次
回
審
議
会
に
両

候
補
地
の
状
況
を
報
告
し
、今
後
の
進

め
方
を
ご
審
議
い
た
だ
く
考
え
で
す
。

◆
ご
み
減
量
対
策　

１
月
の
野
田
市

廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
で
３
つ

の
項
目
に
つ
い
て
、
第
３
次
答
申
を

頂
き
ま
し
た
。

　

１
つ
目
の
「
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル

に
お
け
る
、
生
ご
み
処
理
の
普
及
拡

大
に
つ
い
て
」
は
、
現
行
の
規
則
を

見
直
し
、
助
成
対
象
に
Ｅ
Ｍ
処
理
容

器
や
キ
エ
ー
ロ
を
加
え
、
助
成
限
度

額
や
補
助
率
の
引
き
上
げ
な
ど
助
成

内
容
を
拡
充
す
る
も
の
で
す
。

　

２
つ
目
の
「
啓
発
冊
子
『
ご
み
の

出
し
方
資
源
の
出
し
方
』
の
見
直
し

に
つ
い
て
」
は
、
記
載
内
容
を
随
時

見
直
す
こ
と
と
し
、　

年
度
版
に
は
、

28

食
品
ロ
ス
の
削
減
や
、
事
業
系
ご
み

の
減
量
の
取
り
組
み
、
家
庭
ご
み
と

資
源
物
の
行
方
な
ど
を
掲
載
し
、ご
み

の
減
量
を
啓
発
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　

３
つ
目
の
生
ご
み
の
「
水
切
り
の

実
施
に
つ
い
て
」
は
、
水
切
り
に
は
、

市
民
の
ア
イ
デ
ア
と
協
力
が
不
可
欠

で
あ
り
、
市
民
か
ら
募
集
し
た
水
切

り
と
生
ご
み
減
量
方
法
の
ア
イ
デ
ア

を
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
で
展
示
し
、

引
き
続
き
、
周
知
と
啓
発
を
図
る
と

い
う
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
指
定
ご
み
袋
無
料
配
布
枚

数
の
見
直
し
と
紙
お
む
つ
対
策
は
、

　

年
度
の
審
議
会
で
引
き
続
き
、
ご

28審
議
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

◆
環
境
美
化
の
取
組　

「
野
田
市
ポ

イ
捨
て
等
禁
止
及
び
環
境
美
化
を
推

進
す
る
条
例
」
に
違
反
し
た
者
に
過

料
を
科
す
こ
と
が
で
き
る
罰
則
規
定

が
あ
る
重
点
区
域
の
指
定
に
向
け
て
、

東
武
野
田
線
各
駅
周
辺
や
関
宿
中
央

タ
ー
ミ
ナ
ル
周
辺
の
ポ
イ
捨
て
、
路

上
喫
煙
の
状
況
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

調
査
内
容
を
環
境
審
議
会
で
ご
審

議
い
た
だ
い
た
結
果
、４
月
か
ら
梅
郷

駅
東
口
周
辺
と
西
口
周
辺
地
域
を
、

違
反
者
に
２
千
円
の
過
料
を
科
す
こ

と
が
で
き
る
「
路
上
等
喫
煙
及
び
ポ

イ
捨
て
等
禁
止
の
重
点
区
域
」
に
指

定
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

当
面
は
職
員
が
重
点
区
域
を
パ
ト

ロ
ー
ル
し
、
違
反
者
を
発
見
し
た
場

合
に
は
、
指
導
と
啓
発
を
中
心
に
実

施
し
ま
す
。
違
反
を
繰
り
返
す
等
の

悪
質
な
行
為
者
に
は
、
条
例
の
規
定

に
基
づ
い
た
指
導
と
勧
告
を
行
い
、

従
わ
な
い
場
合
に
は
、
過
料
を
科
す

考
え
で
す
。

　

交
通
政
策
審
議
会
鉄
道
部
会
の
東

京
圏
に
お
け
る
今
後
の
都
市
鉄
道
の

あ
り
方
に
関
す
る
小
委
員
会
で
、
今

年
度
が
目
途
と
さ
れ
る
次
期
答
申
の

取
り
ま
と
め
に
向
け
て
、
作
業
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
末
に
か
け
て
、
民
間　

団
体

22

で
構
成
さ
れ
る
「
東
京
直
結
鉄
道
を

実
現
す
る
会
」
が
、
市
内
で
東
京
直

結
鉄
道
の
次
期
答
申
へ
の
記
載
を
要

望
す
る
署
名
活
動
を
し
ま
し
た
。
地

下
鉄
８
号
線
建
設
促
進
並
び
に
誘
致

期
成
同
盟
会
に
加
入
し
て
い
る
、
ほ

か
の　

市
町
が
行
っ
た
署
名
活
動
と

10

合
わ
せ
て
、　

万
２
千　

筆
の
署
名

17

952

が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

沿
線
自
治
体
の
熱
意
や
声
を
届
け
、

ご
み
の
減
量
と

廃
棄
物
処
理
施
設
の
整
備

東
京
直
結
鉄
道
の
計
画
期
間
内

着
工
に
向
け
て
の
取
組
強
化

魚

４
月
か
ら
手
話
通
訳
者
の

　
　
　
　
 　
設
置
日
時
を
拡
大

　

手
話
を
日
常
的
に
使
っ
て
い
る

聴
覚
障
が
い
の
あ
る
方
が
、
市
役

所
の
窓
口
で
の
手
続
き
や
相
談
を

ス
ム
ー
ズ
に
行
え
、円
滑
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
よ
う
に
、

手
話
通
訳
者
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
、
設
置
の
日
数

を
今
ま
で
の
週
２
日
か
ら
、
次
の

と
お
り
日
数
を
増
や
し
ま
す
。

　

手
話
通
訳
者
は
、
市
役
所
の
窓

口
や
各
部
署
な
ど
で
の
手
続
き
に

同
行
し
支
援
し
ま
す
。

【
設
置
日
時
】

◆
月
曜
、火
曜
日
＝
９
時
～　

時
・
13

障
が
い
者
支
援
課
窓
口

◆
水
曜
、木
曜
日
＝　

時
～　

時
・

13

17

障
が
い
者
支
援
課
窓
口

◆
金
曜
日
＝　

時
～　

時
・
関
宿

13

17

支
所

【
問
合
せ
】
障
が
い
者
支
援
課

生ごみ処理で家庭ごみを減生ごみ処理で家庭ごみを減量量
（写真はキエーロ（写真はキエーロ））

自分の記録が読書の楽しみ自分の記録が読書の楽しみにに



次
期
答
申
で
の
明
確
な
位
置
付
け
に

つ
な
げ
る
た
め
、
東
京
直
結
鉄
道
建

設
・
誘
致
促
進
連
絡
協
議
会
と
合
同

で
２
月
に
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
、

署
名
簿
を
携
え
て
要
望
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
引
き
続
き
、
審
議
状
況
を

見
極
め
つ
つ
、
野
田
市
ま
で
の
区
間

を
目
標
年
次
ま
で
に
優
先
的
に
整
備

を
推
進
す
べ
き
路
線
と
し
て
明
確
に

位
置
付
け
ら
れ
、
更
に
野
田
市
か
ら

茨
城
県
西
南
部
方
面
へ
の
延
伸
も
位

置
付
け
ら
れ
る
よ
う
、
官
民
一
体
と

な
っ
て
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

◆
指
定
管
理
者
制
度　
　

年
度
末
で

28

指
定
期
間
が
満
了
す
る
尾
崎
保
育
所

と
南
部
保
育
所
は
、
公
募
の
結
果
、

尾
崎
保
育
所
は
２
事
業
者
か
ら
、
南

部
保
育
所
は
１
事
業
者
か
ら
申
込
み

が
あ
り
、
保
護
者
代
表
委
員
を
含
む

指
定
管
理
者
候
補
者
選
定
委
員
会
で

の
審
議
の
結
果
、
両
保
育
所
と
も
現

指
定
管
理
者
を
指
定
管
理
者
候
補
者

に
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
か
ら
指
定
期
間
を
７

年
間
と
し
た
た
め
、　

年
度
に
５
年

28

間
の
期
間
が
満
了
し
初
め
て
の
更
新

と
な
る
花
輪
保
育
所
は
、
２
年
間
は

随
意
指
定
、
そ
の
後
に
公
募
に
切
り

替
え
る
こ
と
に
保
護
者
の
理
解
を
得

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

年
度
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導

27
入
し
た
あ
さ
ひ
育
成
園
は
、保
護
者
と

指
定
管
理
者
の
社
会
福
祉
法
人
は
ー

と
ふ
る
、市
の
信
頼
関
係
が
回
復
し
、

順
調
に
運
営
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
月
の
話
し
合
い
で
は
、
課
題
で

あ
る
母
子
分
離
通
園
の
早
期
実
現
に

建
設
的
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

母
子
分
離
通
園
に
は
、
指
定
管
理
者

側
も
積
極
的
で
あ
り
、
市
と
し
て
も

必
要
な
範
囲
内
で
実
施
す
べ
き
と
考

え
て
お
り
、
今
後
、
時
期
や
方
法
等

を
話
し
合
い
、
早
期
に
実
施
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
だ
ま
学
園
で
は
、
同
指

定
管
理
者
が
、
障
が
い
の
特
性
に
合

っ
た
療
育
を
し
て
お
り
、　

年
度
の

28

利
用
者
は
、
７
人
増
の　

人
の
予
定

27

で
す
。
こ
だ
ま
学
園
の
定
員
は　

人
30

の
た
め
、
現
状
の
設
備
と
人
員
で
基

準
は
満
た
す
も
の
の
、
現
在
の
３
つ

の
指
導
訓
練
室
で
は
特
性
に
合
っ
た

療
育
が
困
難
に
な
る
と
の
理
由
で
、

２
月
に
指
定
管
理
者
か
ら
協
議
の
申

し
出
が
あ
り
ま
し
た
。申
し
出
に
は
、

指
定
管
理
者
の
費
用
で
、
事
務
室
を

４
つ
目
の
指
導
訓
練
室
に
改
修
し
、

事
務
室
は
、
現
在
必
要
の
な
い
あ
さ

ひ
育
成
園
の
浴
室
を
改
修
し
て
対
応

し
た
い
と
の
も
の
で
し
た
。

　

市
は
、
申
し
出
は
子
ど
も
支
援
室

が
目
指
す
目
標
の
ひ
と
つ
で
あ
る
早

期
療
育
と
適
切
な
療
育
の
提
供
に
も

必
要
と
判
断
し
、
認
め
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
正
規
職
員

１
人
、
臨
時
職
員
２
人
を
増
員
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
こ
だ
ま
学
園
指

定
管
理
料
を
、
当
初
予
算
の
補
正
予

算
案
を
追
加
議
案
と
し
て
提
案
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
改
修
す
る
浴
室
は
、
あ
さ

ひ
育
成
園
の
母
子
分
離
通
園
と
の
関

係
で
、
あ
さ
ひ
育
成
園
の
指
導
室
と

し
て
使
用
す
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、

今
後
、
保
護
者
と
の
話
し
合
い
の
中

で
、
敷
地
内
に
プ
レ
ハ
ブ
事
務
室
を

建
て
る
等
の
対
応
も
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
審
議
会
等
へ
の
公
募
委
員
の
導
入

に
関
す
る
基
本
方
針
の
見
直
し　

市

民
参
加
の
推
進
の
た
め
、
審
議
会
等

の
導
入
枠
を
２
人
に
拡
大
す
る
目
標

か
ら
、
対
象
の
審
議
会
等
で
、　

年
28

度
か
ら
委
嘱
替
え
の
時
期
に
合
わ
せ

て
条
例
改
正
等
の
整
備
を
行
い
、
順

次
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

◆
野
田
市
開
発
協
会　

４
月
か
ら
２

月
ま
で
の
入
場
者
数
は
、
ひ
ば
り
コ

ー
ス
が
千　

人
減
の
５
万　

人
、
け

320

323

や
き
コ
ー
ス
が
千　

人
増
の
３
万
７

781

千　

人
で
す
。
本
年
度
末
の
入
場
者

948
数
は
、
ひ
ば
り
コ
ー
ス
５
万
３
千　
89

人
、
け
や
き
コ
ー
ス
４
万　

人
と
見

751

込
ま
れ
、
今
後
の
天
候
に
左
右
さ
れ

ま
す
が
、
両
コ
ー
ス
合
計
の
今
年
度

計
画
入
場
者
数
９
万　

人
と
比
較
し

966

て
、
最
終
的
に
２
千　

人
程
度
上
回

874

る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

　

決
算
は
、
９
月
の
関
東
・
東
北
豪

雨
で
の
ひ
ば
り
コ
ー
ス
の
冠
水
被
害

や
税
務
調
査
の
追
徴
課
税
で
、
非
常

に
厳
し
い
経
営
状
況
で
す
が
、１
千
万

円
程
度
の
当
期
利
益
の
見
込
み
で
す
。

　

な
お
、
み
な
し
寄
附
金
の
損
金
算

入
の
誤
り
で
発
生
し
た
過
少
申
告
加

算
税
と
延
滞
税
は
、
誤
っ
た
税
務
処

理
で
開
発
協
会
に
損
害
を
与
え
た
会

計
事
務
所
よ
り
、
賠
償
金
と
し
て　
412

万
９
千　

円
が
支
払
わ
れ
ま
し
た
。

700

　
　

年
度
以
降
の
経
営
予
測
は
、
年

28
間
入
場
者
数
を　

年
度
の
入
場
者
数

27

を
通
常
想
定
さ
れ
る
悪
天
候
の
減
少

日
数
で
補
正
し
、
ひ
ば
り
コ
ー
ス
５

万
４
千　

人
、
け
や
き
コ
ー
ス
４
万

294

　

人
と
し
、　

年
度
ま
で
の
試
算
で

196

36

は
、
存
続
の
条
件
で
あ
る
２
年
連
続

し
て
純
資
産　

万
円
を
下
回
ら
ず
、

300

存
続
の
見
込
み
で
す
。

◆
放
射
能
問
題　

原
子
力
損
害
賠
償

紛
争
解
決
セ
ン
タ
ー（
Ａ
Ｄ
Ｒ
セ
ン
タ

ー
）へ
の
あ
っ
せ
ん
申
立
て
以
降
、動

き
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
剪
定
枝
等
処

分
費
と
堆
肥
セ
ン
タ
ー
関
連
費
用
は
、

東
京
電
力
と
の
協
議
の
結
果
、
合
意

に
至
っ
た
３
千　

万
８
千　

円
が　

705

337

27

年　

月
に
入
金
さ
れ
ま
し
た
。

12
◆
ふ
る
さ
と
納
税　

昨
年　

月
か
ら

12

開
始
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の

行
政
改
革
の
徹
底

諸
般
の
報
告

◆学校施設整備等基金指定寄
附金…葛１０万円＝白石一英様
（木間ケ瀬）葛１０万円＝青木重
様（東宝珠花）葛２０万円＝戸邉克
己様（花井）葛1０万１,４３３円＝花
山流則寿会代表花山琴則華様
及び野田どじょっこの会代表小
山則子様（七光台）

寄　附

亨

国交大臣（左）へ市長が手渡国交大臣（左）へ市長が手渡しし

特別料金などを実特別料金などを実施施



申
し
込
み
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払

い
の
取
り
扱
い
に
よ
り
、
申
込
件
数

が
大
き
く
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

み
ど
り
の
ふ
る
さ
と
基
金
へ
の
指

定
寄
附
は
、２
月
現
在
で　

件
、　

万

425

637

５
千
５
円
の
申
込
み
が
あ
り
ま
す
。１

月
か
ら
、
記
念
品
に
市
内
の
窪
田
酒

造
株
式
会
社
に
お
願
い
し
て
黒
酢
米

か
ら
造
っ
た
吟
醸
酒　

ミ
リ
リ
ッ
ト

720

ル
を
新
た
に
加
え
ま
し
た
。
寄
附
金

１
万
円
の
場
合
、
黒
酢
米　

キ
ロ
グ

15

ラ
ム
か
、
黒
酢
米　

キ
ロ
グ
ラ
ム
と

10

日
本
酒
１
本
、
黒
酢
米
５
キ
ロ
グ
ラ

ム
と
日
本
酒
２
本
の
３
通
り
の
中
か

ら
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

学
校
施
設
整
備
等
基
金
へ
の
指
定

寄
附
は
、２
月
現
在
で　

件
、千　

万

619

526

千　

円
の
申
込
み
が
あ
り
ま
す
。

26

　

な
お
、
早
速
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
く
、
当
初
予
算
に
、
予
定
の
南

部
中
学
校
と
北
部
中
学
校
に
加
え
、

前
倒
し
分
に
二
川
中
学
校
の
ト
イ
レ

改
修
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

◆
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略　
　

月
議
会

12

で
議
員
の
皆
さ
ま
と
意
見
交
換
を
行

い
、
頂
い
た
意
見
を
野
田
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
専
門
委
員
会
議

に
報
告
し
、
意
見
を
踏
ま
え
て
修
正

を
加
え
た
両
最
終
案
が
了
承
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
２
月　

日
に
公
表
し
ま

25

し
た
。

　

次
に
、
総
合
戦
略
に
係
る
地
方
創

生
関
連
の
交
付
金
に
、
国
の　

年
度

27

補
正
予
算
で
地
方
創
生
加
速
化
交
付

金
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
補
助
率
が

　

分
の　

と
大
変
有
利
で
あ
り
、
対

10

10

象
と
思
わ
れ
る
就
農
支
援
事
業
の
予

算
を
前
倒
し
し
て
今
議
会
の
補
正
予

算
に
計
上
す
る
と
と
も
に
、
全
額
翌

年
度
に
繰
り
越
し
ま
す
。
不
採
択
の

場
合
も
考
慮
し
、
当
該
事
業
は
当
初

予
算
に
も
計
上
し
て
お
り
、
採
択
さ

れ
た
後
、
補
正
予
算
で
の
減
額
を
考

え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
川
の
ま
ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
、
境
町
か
ら
利
根
川
・
江
戸
川

の
魅
力
を
活
用
し
た
Ｄ
Ｍ
Ｏ
観
光
地

域
づ
く
り
の
連
携
事
業
の
共
同
提
案

の
依
頼
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
専
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で 
簗  
田 
氏
が
活
躍
し

や
な 
だ

た
室
町
期
か
ら
戦
国
時
代
の
関
宿
周

辺
地
域
を
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、　

年
度
に
は
、
国
か
ら
は

28

安
定
的
な
制
度
・
運
用
の
た
め
に
、

新
型
交
付
金
を
創
設
し
補
助
対
象
事

業
や
補
助
率
を
２
分
の
１
と
す
る
な

ど
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
詳
細

は
未
確
定
で
す
。
当
初
予
算
に
は
、

就
農
支
援
事
業
と
保
育
所
定
員
増
に

伴
う
減
収
分
を
助
成
す
る
、
２
事
業

分
の
交
付
金
歳
入
予
算
を
計
上
し
て

い
ま
す
が
、
詳
細
の
確
定
や
加
速
化

交
付
金
の
採
択
状
況
に
よ
り
、必
要
に

応
じ
た
補
正
対
応
を
考
え
て
い
ま
す
。

◆
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券　

６
万
５

千
セ
ッ
ト
は
完
売
し
、　

年　

月　

27

12

31

日
に
使
用
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

店
舗
で
使
用
さ
れ
た
商
品
券
は
、

野
田
商
工
会
議
所
や
野
田
市
関
宿
商

工
会
で
換
金
さ
れ
、
発
行
額
８
億
４

千　

万
円
に
対
し
て
、　

.　

パ
ー

500

99

88

セ
ン
ト
、
８
億
４
千　

万
５
千　

円

398

500

の
換
金
と
な
り
ま
し
た
。

◆
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ　

国
は
、
行
政

が
持
つ
情
報
を
自
由
に
利
用
で
き
る

形
で
公
表
す
る
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を

推
進
し
て
お
り
、
市
で
も
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

設
置
場
所
や
避
難
場
所
、住
基
人
口
、

公
共
施
設
情
報
、
観
光
情
報
の
オ
ー

プ
ン
デ
ー
タ
を
順
次
公
表
し
、
来
年

度
以
降
に
は
、
デ
ー
タ
の
拡
大
等
も

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

◆
個
人
情
報
保
護
の
制
度
運
用
の
抜

本
的
見
直
し　

改
正
行
政
不
服
審
査

法
の
内
容
を
精
査
し
て
見
直
し
案
を

取
り
ま
と
め
、
1
月
に
野
田
市
情
報

公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
へ
諮

問
予
定
と
し
ま
し
た
が
、
当
審
査
会

が
、
現
在
、
野
田
市
個
人
情
報
保
護

条
例
に
基
づ
く
行
政
処
分
に
係
る
諮

問
案
件
を
審
議
中
で
す
。
諮
問
案
件

に
は
制
度
運
用
の
見
直
し
の
契
機
と

も
な
り
、
最
も
大
き
な
点
と
な
る
個

人
情
報
の
取
扱
事
務
の
変
更
届
出
制

度
の
内
容
や
、
野
田
市
個
人
情
報
保

護
条
例
第
９
条
第
１
項
第
５
号
の
規

定
の
適
用
に
関
す
る
も
の
が
含
ま
れ

て
い
る
た
め
、
当
該
諮
問
へ
の
答
申

の
後
に
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
制
度
運

用
の
見
直
し
案
を
作
成
す
る
こ
と
で

審
査
会
の
了
解
を
得
て
い
ま
す
。

◆
国
勢
調
査　

速
報
値
が
公
表
さ
れ
、

人
口
は　

年
調
査
と
比
較
し
千　

人

22

882

減
の　

万
３
千　

人
、
世
帯
数
は
千

15

609

　

世
帯
増
の
５
万
９
千　

世
帯
で
す
。

604

654

　

な
お
、
こ
の
速
報
値
は
、
今
後
、

国
の
精
査
を
経
て
、
修
正
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

◆
公
契
約
条
例　

１
月
発
表
の
公
共

工
事
設
計
労
務
単
価
は
、
今
後
入
札

す
る
工
事
等
か
ら
適
用
し
ま
す
。

　

業
務
委
託
と
指
定
管
理
協
定
に
係

る
賃
金
等
の
最
低
額
で
、
市
職
員
給

与
等
公
的
基
準
に
基
づ
き
設
定
さ
れ

る
も
の
は
、
今
議
会
に
提
案
し
て
い

ま
す
「
野
田
市
一
般
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」
が
成
立
し
た
場
合
、
清

掃
業
務
を　

円
に
引
き
上
げ
る
等
、

882

　

年
度
か
ら
適
用
し
ま
す
。

28◆
市
内
小
中
学
校　

校　

棟
の
屋
根

１４

３１

貸
し
事
業　

以
前
よ
り
事
業
遅
延
を

報
告
し
て
き
ま
し
た
が
、
契
約
か
ら

３
年
が
経
過
し
、
今
後
も
不
透
明
な

部
分
が
多
い
た
め
、
中
止
を
含
め
事

業
者
と
協
議
を
進
め
る
考
え
で
す
。

◆
と
ん
と
ん
み
ず
き
橋
の
再
築
に
向

け
た
訴
訟　

１
月
の
第
８
回
弁
論
準

備
手
続
で
、
裁
判
官
か
ら
原
告
と
被

告
別
々
に
、
和
解
案
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
市
へ
の
和
解
案
は
、
代
理
人
弁

護
士
と
も
協
議
し
た
結
果
、
受
け
入

れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
た
め
、

３
月
に
開
催
予
定
の
次
回
審
議
で

「
現
段
階
で
の
和
解
は
受
け
入
れ
ら

れ
な
い
」
と
回
答
す
る
予
定
で
す
。
享

特典のセットを３通りから選特典のセットを３通りから選択択

追
加
提
出
議
案

　

平
成　

年
第
１
回
定
例
市
議

28

会
に
追
加
議
案
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

◆
議
案
第　

号　

野
田
市
地
区

３４

計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築

物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

◆
議
案
第　

号　

平
成　

年
度

３５

２８

野
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）



中学校に空調を設置（写真はパソコンルームのもの）

平成２８年度
予 算 概 要

　

一
般
会
計
や
特
別
会
計
な
ど
総
額　

億
２
千　

万
４
千
円
と
す

936

705

る
平
成　

年
度
予
算
が
、第
１
回
定
例
市
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

28

中
学
校
空
調
設
備
設
置
事
業
、川
間
公
民
館
建
設
事
業
な
ど
の
増
が

あ
る
も
の
の
、学
校
施
設
耐
震
補
強
事
業
、六
丁
四
反
水
路
及
び
柏

寺
排
水
路
の
改
修
事
業
が　

年
度
で
完
了
し
た
こ
と
や
、　

年
度
完

27

28

了
予
定
の
川
間
駅
北
口
駅
前
広
場
整
備
事
業
が
大
幅
減
と
な
っ
た

こ
と
な
ど
か
ら
、一
般
会
計
は
対
前
年
度
比
で
１
・
０
パ
ー
セ
ン
ト

減
の　

億
１
千　

万
円
と
な
り
ま
し
た
。な
お
、新
清
掃
工
場
建
設

501

300

候
補
地
の
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
実
施
な
ど
に
伴
い
追
加
し
た　

年
28

度
補
正
予
算
を
加
え
た
一
般
会
計
総
額
は
、　

年
度
当
初
予
算
比
で

27

０
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
減
の
約　

億
１
千　

万
９
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

502

46

■予算規模                             　（単位：千円、％）

△は減を表す

増減率増減額平成２７年度
当 初 予 算

平成２８年度
当 初 予 算区　　分

△１.０△４８４,０００５０,５９７,０００５０,１１３,０００一 般 会 計

△０.１△２７,２００２３,３４５,３００２３,３１８,１００国民健康保険
特 別 会 計

特　

別　

会　

計

△１.６△５９,000３,７７５,０００３,７１６,０００下 水 道 事 業
特 別 会 計

１１.４１２,000１０５,０００１１７,０００用 地 取 得
特 別 会 計

△３.１△３１６,０００１０,１０９,３００９,７９３,３００介 護 保 険
特 別 会 計

△５.４△１７,０００３１２,０００２９５,０００次木親野井特定土地
区画整理事業特別会計

１３.０１７０,００01,３０９,０００1,４７９,０００後期高齢者医療
特 別 会 計

△０.６△２３７,２００3８,９５５,６００3８,７１８,４００小 計

△２.０△９８,５９３4,８９４,２４７4,７９５,６５４水 道 事 業 会 計

△０.９△８１９,７９３９４,４４６,８４７９３,６２７,０５４合 計
詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫

■市税の内訳   （単位：千円、％）

構成比平成２８年度
当 初 予 算区　　分

４３.８9,７００,１６７市 民 税
４５.１９,９７１,９８２固 定 資 産 税
１.３３０２,７０８軽 自 動 車 税
５.１１,１４０,４６１た ば こ 税
０.０１１特別土地保有税
4.７1,0３２,４０８都 市 計 画 税

１００.０2２,１４７,７２７合 計
詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫

教
育
環
境
充

教
育
環
境
充
実実
のの
たた

めめ
のの

中
学
校
空

 

中
学
校
空
調調
設設
備備

設設
置置

工
事

 

工
事
やや

保
育
所
待
機
児
童
解

　
　
　
　

保
育
所
待
機
児
童
解
消消
にに
向向
けけ
たた

事
業

 

事
業
なな
どど

　

～
新
清
掃
工
場
建
設
に
係
る
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
追
加
補
正
で
対

～
新
清
掃
工
場
建
設
に
係
る
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
追
加
補
正
で
対
応応
～～

京

　

平
成　

年
第
１
回
定
例
市
議
会

28

で
、　

年
度
の
一
般
会
計
や
特
別

28

会
計
な
ど
の
予
算
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
予
算
は
、
一

般
会
計
が　

億
１
千　

万
円
で
対

501

300

微
増
に
止
ま
り
、
税
制
改
正
の
影
響

に
よ
る
法
人
市
民
税
の
大
幅
減
に
よ

り
、
全
体
で
は
約　

万
円
の
減
と
な

400

る
見
込
み
で
す
。

　

ま
た
、
地
方
消
費
税
交
付
金
が
約

１
億
９
千
万
円
の
増
と
な
る
一
方
で
、

合
併
算
定
替
特
例
の
終
了
な
ど
の
影

響
に
よ
り
地
方
交
付
税
が
約
２
億
８

千　

万
円
の
減
、
臨
時
財
政
対
策
債

400
が
約
７
億
７
千　

万
円
の
減
と
な
る

600

な
ど
、
総
じ
て
必
要
な
一
般
財
源
の

確
保
が
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、　

年
度
は
、
多
く
の
皆

28

さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
策
定

し
た
新
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
す
る

年
で
も
あ
り
ま
す
。

　

新
総
合
計
画
に
沿
っ
て
引
き
続
き
、

合
併
時
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
約
束
し

た
「
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
基
本
的
に
そ

の
水
準
を
落
と
さ
な
い
」
と
い
う
野

田
市
の
行
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え

の
も
と
、
将
来
を
見
据
え
た
予
算
編

成
と
な
る
よ
う
に
、
行
政
改
革
大
綱

実
施
計
画
を
確
実
に
進
め
、「
市
民
が

本
当
に
合
併
し
て
よ
か
っ
た
と
思
え

る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
ま
す
。

　

な
お
、
市
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

新
清
掃
工
場
建
設
に
つ
い
て
、
建
設

候
補
地
の
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
実
施

に
当
た
り
地
元
自
治
会
の
了
解
が
得

ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
迅
速
に
対
応
す

る
た
め
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
係
る

費
用
な
ど
を
追
加
の
補
正
予
算
に
計

上
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
事
業　

◎
議
会
費

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
管
理
委
託

な
ど

◎
総
務
費

自
治
会
集
会
施
設
整
備
事
業
補
助
金

／
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
作
成
委
託
／
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業
／
標
的
型

攻
撃
メ
ー
ル
対
策
事
業
／
安
全
・
安

心
メ
ー
ル
配
信
業
務
委
託
な
ど

◎
民
生
費

◆
社
会
福
祉
関
係
＝
日
常
生
活
自
立

支
援
事
業
実
施
補
助
金
／
法
人
後
見
事

業
補
助
金
／
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
／
臨

時
福
祉
給
付
金
／
自
立
相
談
支
援
事
業

／
子
ど
も
の
学
習
支
援
事
業
／
生
活
保

護
費
／
応
急
仮
設
住
宅
提
供
事
業
な
ど

◆
高
齢
者
福
祉
関
係
＝
老
人
福
祉
施

設
建
設
助
成
金
／
地
域
密
着
型
サ
ー

前
年
度
比
１
・
０
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
な
ど
６
つ

の
特
別
会
計
が　

億
１
千　

万
円
で

387

840

０
・
６
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
、
水
道
事

業
会
計
が　

億
９
千　

万
４
千
円
で

47

565

２
・
０
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
と
な
り
、全

体
で　

億
２
千　

万
４
千
円
、０
・
９

936

705

パ
ー
セ
ン
ト
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、
市
税
は

固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
な
ど
が

増
と
な
る
も
の
の
、
個
人
市
民
税
は



■歳出（一般会計）　　　　　　　（単位：千円、％）

増減額平成２７年度
当 初 予 算構成比平成２８年度

当 初 予 算区　　　分

△３４,４３４４１４,２９００.８３７９,８５６議 会 費

１２９,９０７４,１１３,７８３８.５４,２４３,６９０総 務 費

３６３,８０２１９,０３２,０１６３８.７１９,３９５,８１８民 生 費

△１１０,５３９３,８７０,６１３７.５３,７６０,０７４衛 生 費

△１２,０２６８５,１８９０.２７３,１６３労 働 費

△１０２,９０７９４９,５１０１.７８４６,６０３農 林 水 産 業 費

３,０５５３６２,２１２０.７３６５,２６７商 工 費

△７７９,０７６６,７６１,２５３１１.９５,９８２,１７７土 木 費

△１５０,５４４１,９５１,６３９３.６１,８０１,０９５消 防 費

１２８,０８４７,０８３,３２７１４.４７,２１１,４１１教 育 費

０２０.０２災 害 復 旧 費

７４,００７５,０４８,７７４１０.２５,１２２,７８１公 債 費

△９９８７５９,１０８１.５７５８,１１０諸 支 出 金

７,６６９１６５,２８４０.３１７２,９５３予 備 費

△４８４,０００５０,５９７,０００１００.０５０,１１３,０００歳 出 合 計
詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫

増減額平成２７年度
当 初 予 算構成比平成２８年度

当 初 予 算区　　　分

△４,２８０2２,１５２,００７４４.２2２,１４７,７２７市 税
３,６００３９０,２０００.８３９３,８００地 方 譲 与 税
△９,２００３６,３０００.１２７,１００利 子 割 交 付 金
１８９,５００２,３２９,１００５.０２,５１８,６００地方消費税交付金
５６,９００７７,９０００.３１３４,８００配 当 割 交 付 金
４９,４００４４,００００.２９３,４００株式等譲渡所得割交付金
△１２,１００１７１,００００.３１５８,９００ゴルフ場利用税交付金
１７,１００８７,５０００.２１０４,６００自動車取得税交付金
７,２３４１０６,８２００.２１１４,０５４地 方 特 例 交 付 金

△２８４,２５０4,５５９,０９９８.５4,２７４,８４９地 方 交 付 税
２,３８４１９,０２８０.０２１,４１２交通安全対策特別交付金
△６,５０９６３５,６８１１.３６２９,１７２分担金及び負担金
２１,３４３１,１４７,４４０２.３１,１６８,７８３使用料及び手数料

△４３４,１２０７,４１８,０５６１３.９６,９８３,９３６国 庫 支 出 金
６５,４８８2,９１３,４９７６.０2,９７８,９８５県 支 出 金
△６２９１２,１８６０.０１１,５５７財 産 収 入
９,０００２,１０４０.０１１,１０４寄 附 金
５２１,３２０６５８,５８８２.４１,１７９,９０８繰 入 金

 ０８５０,０００１.７８５０,０００繰 越 金
６７,５１９1,１９３,７９４２.５１,２６１,３１３諸 収 入

△７４３,７００５,７９２,７００１０.１５,０４９,０００市 債
△４８４,０００５０,５９７,０００１００.０５０,１１３,０００歳 入 合 計

詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫

■歳入（一般会計）　　　　　　　　　（単位：千円、％）

△は減を表す

△は減を表す

供

ビ
ス
等
拠
点
整
備
補
助
金
／
地
域
密

着
型
施
設
等
開
設
準
備
支
援
等
事
業

補
助
金
／
ス
マ
ー
ト
ダ
イ
エ
ッ
ト
教

室
事
業
委
託
／
包
括
的
健
康
管
理
シ

ス
テ
ム
運
営
委
託
な
ど

◆
児
童
福
祉
関
係
＝
子
ど
も
医
療
費

助
成
金
／
未
熟
児
養
育
医
療
給
付
事

業
／
養
育
者
支
援
手
当
／
ひ
と
り
親

家
庭
等
医
療
費
助
成
金
／
ひ
と
り
親

家
庭
等
及
び
Ｄ
Ｖ
被
害
女
性
民
間
賃

貸
住
宅
入
居
時
家
賃
等
助
成
事
業
／

保
育
所
定
員
増
に
伴
う
減
収
分
助
成

事
業
／
保
育
士
宿
舎
借
上
げ
支
援
事

業
／
子
ど
も
の
給
食
等
の
安
全
確
保

対
策
推
進
事
業
な
ど

◎
衛
生
費

◆
保
健
衛
生
関
係
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

耐
震
補
強
等
設
計
委
託
／
妊
婦
一
般

健
康
診
査
／
歯
周
疾
患
検
診
事
業
／

が
ん
検
診
推
進
事
業
／
予
防
接
種
委

託
／
路
上
喫
煙
・
ポ
イ
捨
て
防
止
啓

発
事
業
／
不
法
投
棄
監
視
カ
メ
ラ
の

市
民
貸
出
事
業
／
生
ご
み
堆
肥
化
装

置
購
入
助
成
金
／
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン

ポ
ス
ト
検
証
事
業
／
私
有
地
の
除
染

／
産
業
廃
棄
物
施
設
公
害
防
止
対
策

費
／
太
陽
光
発
電
設
備
補
助
金
な
ど

◆
清
掃
関
係
＝
新
清
掃
工
場
建
設
候

補
地
選
定
支
援
業
務
委
託
／
粗
大
ご

み
運
び
出
し
収
集
事
業
／
指
定
ご
み

袋
供
給
事
業
な
ど

◎
労
働
費

無
料
職
業
紹
介
相
談
員
／
障
が
い
者

職
場
実
習
奨
励
金
／
若
年
者
等
ト
ラ

イ
ア
ル
雇
用
奨
励
金
な
ど

◎
農
林
水
産
業
費

持
続
的
農
業
先
導
的
実
践
地
区
整
備

事
業
／
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
事

業
／
食
の
安
全・消
費
者
の
信
頼
確
保
対

策
推
進
事
業
／
休
耕
地
土
埃
対
策
事

業
／
飼
料
用
米
を
活
用
し
た
耕
畜
連
携

事
業
／
関
宿
落
堀
水
質
浄
化
事
業
な
ど

◎
商
工
費

中
小
企
業
融
資
借
入
金
信
用
保
証
料

補
助
金
／
起
業
家
支
援
事
業
／
野
田

夏
ま
つ
り
躍
り
七
夕
事
業
／
将
棋
女

流
タ
イ
ト
ル
戦
分
担
金
／
買
物
弱
者

対
策
費
な
ど

◎
土
木
費

◆
道
路
橋
り
ょ
う
・
河
川
関
係
＝
合

併
関
連
事
業
で
の
生
活
道
路
等
整
備

事
業
、船
形
吉
春
線
道
路
整
備
事
業
、

阿
部
沼
第
１
排
水
区
六
丁
四
反
調
整

池
整
備
な
ど

◆
区
画
整
理
関
係
＝
梅
郷
駅
西
土
地

区
画
整
理
事
業
／
野
田
市
駅
西
土
地

区
画
整
理
事
業
な
ど

◆
街
路
関
係
＝
合
併
関
連
事
業
で
の

愛
宕
駅
西
口
駅
前
広
場
整
備
事
業
、

川
間
駅
北
口
駅
前
広
場
整
備
事
業
、

連
続
立
体
交
差
事
業
な
ど

◆
建
築・公
園
関
係
等
＝
耐
震
改
修
促

進
事
業
／
江
川
地
区
自
然
環
境
整
備
事

業
／
生
物
多
様
性
自
然
再
生
事
業
な
ど

◎
消
防
費

救
急
救
命
士
養
成
費
／
消
防
団
分
団

器
具
置
場
建
設
／
目
吹
水
防
セ
ン
タ

ー
建
設
費
負
担
金
／
防
災
倉
庫　

箇
11

所
備
蓄
品
整
備
／
災
害
時
協
力
井
戸

登
録
制
度
な
ど

◎
教
育
費

◆
学
校
関
係
＝
補
習
等
ア
シ
ス
ト
事

業（
土
曜
授
業
）／
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
配
置
事
業
及
び
ス
ク
ー
ル
サ
ポ

ー
ト
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
配
置
事
業
／
地

域
教
育
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
／

キ
ャ
リ
ア
教
育
実
践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
／
中
学
校
数
学
サ
ポ
ー
タ
ー
配

置
事
業
／
サ
ポ
ー
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

配
置
事
業
／
学
校
施
設
整
備
等
推
進

事
業
／
小
規
模
特
認
校
講
師
配
置
事

業
／
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
道
場
／
小
中

学
校
、
幼
稚
園
空
調
設
備
設
置
事
業

／
中
学
校
ト
イ
レ
改
修
事
業
／
公
立

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金
／
私
立

幼
稚
園
施
設
型
給
付
事
業
／
オ
ー
プ
ン

サ
タ
デ
ー
ク
ラ
ブ
事
業
／
子
ど
も
の
給

食
等
の
安
全
確
保
対
策
推
進
事
業
な
ど

◆
社
会
教
育
・
保
健
体
育
関
係
＝
合

併
関
連
事
業
で
の
川
間
公
民
館
建
設

事
業
／
関
宿
中
央
公
民
館
空
調
設
備

改
修
事
業
／
総
合
公
園
陸
上
競
技
場

改
修
事
業
な
ど

【
問
合
せ
】
財
政
課



侠

　

平
成　

年
か
ら
無
料
の
学
習
支
援

26

と
し
て
「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
高
校
受
験
を
目
指
し
た
支
援

　

今
年
度
も
、
高
校
受
験
に
向
け
た

よ
り
効
果
的
な
学
習
支
援
の
た
め
、

対
象
を
中
学
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま

で
と
し
、平
日
の
放
課
後
に
週
１
回
、

各
中
学
校
区
の
６
か
所
の
公
民
館
な

ど
で
補
習
授
業
を
行
う
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
学
習
上
の
悩
み
や
進
学
・

生
活
の
相
談
な
ど
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
本
事
業
は
、
学
習
支
援
に

対
す
る
意
欲
や
資
質
、
技
術
な
ど
を

考
慮
し
、
総
合
的
に
優
れ
た
事
業
者

に
委
託
し
、
実
施
し
ま
す
。

◆
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
概
要

【
開
講
日
】
４
月
４
日
月
～
平
成　
29

年
３
月　

日
金
の
毎
週
１
回
（
�
月

31

９
日
～　

日
と
年
末
年
始
を
除
く
）

15

【
開
講
時
間
】４
月
～
９
月
は　

時
、

19

　

月
～
平
成　

年
３
月
は　

時　

分

10

29

18

30

か
ら
。
１
時
限　

分
で
２
コ
マ
開
講

50

【
開
催
場
所
と
曜
日
】
中
央
公
民
館

＝
月
曜
日
、二
川
公
民
館
＝
火
曜
日
、

木
間
ケ
瀬
公
民
館
＝
水
曜
日
、
南
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
＝
木
曜
日
、
北
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
・
関
宿
公
民
館
＝

金
曜
日

【
対
象
教
科
】
数
学
と
英
語

【
対
象
者
】
市
内
在
住
の
世
帯
の
う

ち
、
経
済
的
な
理
由
で
学
校
以
外
に

学
習
の
機
会
の
少
な
い
生
徒
か
、
保

護
者
が
病
気
な
ど
の
理
由
で
失
業
・

休
業
中
の
世
帯
の
生
徒
（
い
ず
れ
も

中
学
１
年
生
～
３
年
生
）

※
世
帯
の
所
得
な
ど
で
、
保
護
者
と
面

接
の
上
、
利
用
者
を
決
定
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す

【
申
込
み
と
問
合
せ
】生
活
支
援
課
、

野
田
市
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
市
役
所
２
階
）
☎
７
１
２
５

 

２
２
１
２

－

　

市
は
、
経
済
的
な
理
由
で
学
校
以
外
に
学
習
の
機
会
が

少
な
い
生
徒
を
対
象
に
、
無
料
の
学
習
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
中
学
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
を
対
象
に
、
平
日

の
放
課
後
に
数
学
と
英
語
の
授
業
を
行
う
ほ
か
、
学
習
や

生
活
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
、
改
正
行
政
不

服
審
査
法
の
施
行
に
伴
い
、
行
政

へ
の
不
服
申
立
て
の
制
度
が
次
の

よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

◆
公
正
性
の
向
上

○
処
分
に
関
与
し
な
い
審
理
員
が

審
査
を
行
い
ま
す
。

○
審
査
庁
は
、
審
理
員
が
作
成
し

た
裁
決
案
に
つ
い
て
、
第
三
者
機

関
（
行
政
不
服
審
査
会
）
の
諮
問

を
経
て
裁
決
を
行
い
ま
す
。

○
審
査
請
求
人
に
は
、
証
拠
書
類

な
ど
の
謄
写
や
口
頭
意
見
陳
述
で

の
処
分
庁
へ
の
質
問
が
認
め
ら
れ

ま
す
。

◆
使
い
や
す
さ
の
向
上

○
不
服
申
立
て
の
期
間
が
、　

日
60

か
ら
３
か
月
に
延
長
さ
れ
ま
す
。

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

　

昨
年
４
月
に
「
野
田
市
ポ
イ
捨
て

等
禁
止
及
び
環
境
美
化
を
推
進
す
る

条
例
」
を
定
め
、
市
内
の
公
共
の
場

で
の
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
や
空
き
缶
な

ど
の
ポ
イ
捨
て
、
路
上
な
ど
で
の
喫

煙
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

◆
重
点
区
域
で
の
違
反
に
過
料
も　

本
年
４
月
か
ら
は
、
梅
郷
駅
東
口
周

辺
・
西
口
周
辺
の
地
域
を
「
路
上
等

喫
煙
及
び
ポ
イ
捨
て
等
禁
止
の
重
点

区
域
」
に
指
定
し
、
違
反
者
に
は
２

万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

違
反
者
に
は
、名
札
を
付
け
た
市
の

職
員
が
、指
導
や
勧
告
を
行
い
ま
す
。

従
わ
な
い
場
合
に
は
、
近
隣
市
と
同

様
に
、
２
千
円
の
過
料
と
し
ま
す
。

◆
マ
ナ
ー
啓
発
看
板
を
配
布

　

市
で
は
、
路
上
な
ど
で
の
喫
煙
や

ポ
イ
捨
て
の
ほ
か
、
落
書
き
や
動
物

の
ふ
ん
放
置
な
ど
を
禁
止
す
る
看
板

梅
郷
駅
周
辺
を

　　
環
境
美
化
の
重
点
区
域
に
指
定

行
政
不
服
申
立
て
制
度
が
変
更

○
不
服
申
立
て
の
制
度
が
審
査
請

求
に
一
本
化
さ
れ
ま
す
。

○
不
服
申
立
て
を
し
な
け
れ
ば
訴

訟
を
提
起
で
き
な
い
「
不
服
申
立

前
置
」
と
さ
れ
て
い
た
処
分
の
一

部
で
、不
服
申
立
前
置
が
廃
止
・
縮

小
さ
れ
ま
す
。

※
新
し
い
不
服
申
立
て
の
制
度
が
適

用
さ
れ
る
の
は
、
４
月
１
日
以
後
の

行
政
処
分
で
す

【
問
合
せ
】
総
務
課

■重点区域図

マナー看板の活用を
を
作
成
し
、
無

料
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

　

必
要
な
方
は
、

問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
環

境
保
全
課

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

中
学
１
年
生
か
ら

３
年
生
ま
で
に

　

平
日
放
課
後
に
無
料
の
学
習
支
援



出発時刻到着時刻停留所（ステーション）№
１０時２５分９時５５分川間トンボ公園１
１１時５分１０時３５分尾崎消防会館前２
１１時４０分１１時２０分東金野井公園３
１２時１５分１１時４５分上羽貫ふれあい広場４
１２時４０分１２時２０分次木ニュータウン５
１３時２０分１２時５０分浄禅寺(避難場所)６
１４時４５分１４時２０分桐ケ作児童遊園７
１５時１５分１４時５０分西山団地自治会館８
１５時４５分１５時２５分上谷中自治会消防小屋９
１６時１５分１５時５５分西町集会所１０
１６時５０分１６時２０分金龍院駐車場１１

出発時刻到着時刻停留所（ステーション）№
１０時１５分９時５０分東新田公園１
１０時４５分１０時２５分上宿公園２
１１時１５分１０時５５分大殿井自治会館３
１１時４５分１１時２０分上灰毛第二公園（グリーンパーク内）４
１２時１５分１１時５０分梅郷４号公園（グリーンパーク内）５
１２時４０分１２時２０分梅郷１０号公園（グリーンパーク内）６
１３時５５分１３時３５分西三ケ尾自治会館７
１４時２０分１４時上三ケ尾自治会館８
１４時５０分１４時３０分福田公民館９
１５時２０分１４時５５分木野崎農業構造改善センター１０
１５時４５分１５時２５分高根自治会館１１
１６時１５分１５時５０分目吹地先（旧国際ディスプレイ近く）１２
１６時５５分１６時２５分岡田病院（職員駐車場）１３

僑

　

市
は
、
待
機
児
童
・
保
留
者
の
解

消
に
向
け
た
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
第
４

期
計
画
の
重
点
課
題
の
１
つ
と
し
て
、

保
育
所
の
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

待
機
児
童
・
保
留
者
の
う
ち
、
特

に
、０
歳
児
か
ら
２
歳
児
ま
で
が
、年

度
末
に
か
け
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
社
会
福
祉
法
人
す
く
す

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

く
ど
ろ
ん
こ
の
会
が
新
設
す
る
、
０

歳
児
か
ら
２
歳
児
ま
で
を
対
象
と
し

た
保
育
所
の
工
事
費
の
一
部
に
市
が

補
助
を
行
い
、
４
月
1
日
よ
り
「
す

く
す
く
保
育
園
分
園
」（
山
崎
１
１
３

４ 

１
）
と
し
て
開
園
し
ま
し
た
。

【
対
象
】生
後　

日
目
か
ら
２
歳
ま
で

57

－

待
機
・
保
留
者
の
解
消
に

　　　　　
す
く
す
く
保
育
園
分

園
が
開
園

生
鮮
食
料
品
や
総
菜
が
充
実

　
　
　
移　

動

販
売
車

 

「
ま
ご
こ
ろ
便
」の
ご
利
用
を

　

買
い
物
弱
者
対
策
と
し
て
、
市
で

は
、
平
成　

年
か
ら
「
ま
ご
こ
ろ
便
」

25

を
巡
回
さ
せ
、
市
内　

か
所
に
設
け

36

た
停
留
所
で
生
鮮
食
料
品
や 
総  
菜 
な

そ
う 
ざ
い

る
と
音
楽
を
流
し
て
、「
ま
ご
こ
ろ

便
」
が
、
皆
さ
ん
の
近
く
に
来
て
い

る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

希
望
商
品
の
注
文
販
売
も

　

各
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、　

分
か

20

ら　

分
間
停
車
し
、
車
内
に
陳
列
さ

30
れ
た
商
品
を
、
直
接
手
に
取
っ
て
買

い
物
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
季
節
の
品
々
や
切
り
花

な
ど
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た

だ
い
た
要
望
を
も
と
に
、
品
ぞ
ろ
え

の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
移
動
販
売
車
に
積
ん
で
い

な
い
品
物
で
、
購
入
し
た
い
品
物
が

あ
る
場
合
は
、注
文
い
た
だ
け
れ
ば
、

次
回
の
巡
回
時
に
ご
用
意
し
販
売
す

る
「
注
文
販
売
」
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

生
鮮
食
料
品
や
総
菜
な
ど
、お
近
く

で
買
い
物
が
で
き
る
便
利
な「
ま
ご
こ

ろ
便
」を
、ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
商
工
観
光
課

○関宿北部・中部コース（月・木）　４月４日月～○川間・関宿南部コース（火・金）

○東南部・福田コース（水・土）

※４月４日月から「関宿北部・中部コース」で
ルートが一部変更になります。
　また、到着時刻は、交通事情などにより前後
する場合があります

出発時刻到着時刻停留所（ステーション）№
１０時５分９時４５分船形下自治会館１
１０時３０分１０時１０分船形上自治会館２
１１時１０分１０時４０分小山自治会館３
１１時４０分１１時２０分大山自治会館４
１２時５分１１時４５分木間ケ瀬第一児童遊園５
１２時４０分１２時１０分木間ケ瀬中裏（リーベ団地）６
１４時５分１３時４０分関宿グリーンテニスクラブ７
１４時３０分１４時１０分下尻坪第２公園（小林住宅団地内）８
１５時１０分１４時４０分木間ケ瀬第四児童遊園９
１５時４５分１５時２０分川間公民館１０
１６時３５分１５時５５分日の出町自治会館１１
１７時１５分１６時４５分川間駅南第三公園１２

生鮮食品や季節の野菜などを取りそろ生鮮食品や季節の野菜などを取りそろええてて

【
定
員
】　

人
54

※
入
所
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

【
保
育
時
間
】
月
～
金
は
７
時
～　
20

時
、
土
は
７
時
～　

時
18

◆
梅
郷
保
育
園
が
名
称
変
更

　

同
法
人
が
運
営
す
る
梅
郷
保
育
園

は
、
４
月
か
ら
「
す
く
す
く
保
育
園
」

に
名
称
を
変
更
し
て
い
ま
す
。　

【
問
合
せ
】
保
育
課

ど
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

各
コ
ー
ス
を
週
２
回
巡
回

　
「
ま
ご
こ
ろ
便
」は
、「
関
宿
北
部
・

中
部
コ
ー
ス
」が
月
曜
日
と
木
曜
日
、

「
川
間
・
関
宿
南
部
コ
ー
ス
」が
火
曜

日
と
金
曜
日
、「
東
南
部
・
福
田
コ
ー

ス
」が
水
曜
日
と
土
曜
日
に
、週
２
回
、

各
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
巡
回
し
ま
す
。

　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、「
ま
ご
こ
ろ

便
」
の
看
板
を
設
置
し
、
巡
回
の
曜

日
や
到
着
時
間
、
出
発
時
間
を
掲
示

し
て
い
ま
す
。　

　

各
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
近
く
ま
で
来

■すくすく保育園分園の位置図
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民
営
駐
輪
場
の
学
生
利
用
者
に
助
成
金

　

市
営
駐
輪
場
と
の
料
金
負
担
の
均

衡
を
考
慮
し
、
市
内
の
民
営
駐
輪
場

の
学
生
利
用
者
に
市
営
と
の
差
額（
月

額
上
限　

円
）を
助
成
し
て
い
ま
す
。

500

【
対
象
者
】
市
民
で
、
通
学
・
通
園

の
た
め
、
平
成　

年　

月
～　

年
３

27

10

28

月
に
民
営
駐
輪
場
を
定
期
使
用
し
た

学
生
か
そ
の
保
護
者

【
申
込
期
間
】
４
月
1
日
金
～
５
月

２
日
月

【
添
付
書
類
】
領
収
証（
原
本
）、
学

生
証（
コ
ピ
ー
可
）、
振
込
先
口
座
の

わ
か
る
も
の

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ち
ば
電
子
申
請

サ
ー
ビ
ス
」
か
ら
の
申
し
込
み
も
可

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
市
民
生
活
課

　

野
田
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
場
ひ

ば
り
コ
ー
ス
で
は
、　

月
末
ま
で
の

10

「
早
朝
ハ
ー
フ
プ
レ
ー
」
の
営
業
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

通
常
プ
レ
ー
の　

分
前
か
ら　

分

45

15

前
の
ス
タ
ー
ト
で
、
ア
ウ
ト
と
イ
ン

の
そ
れ
ぞ
れ
５
組
で
す
。

　

料
金
は
、
午
後
の
ハ
ー
フ
プ
レ
ー

ひ
ば
り
コ
ー
ス
で「
早
朝
ハ
ー
フ
プ
レ
ー
」開
始

　

近
年
、
核
家
族
や
共
働
き
の
世
帯

が
増
え
、
人
々
の
考
え
方
も
多
様
化

し
、
地
域
の
人
間
関
係
が
希
薄
に
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、私
た
ち
の
生
活
は
、多
く

の
人
と
の
関
わ
り
合
い
の
中
で
、
お

互
い
に
協
力
し
あ
う
こ
と
で
成
り
立

っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

自
治
会
は
、
近
所
同
士
の
親
睦
や

交
流
を
通
じ
て
連
帯
感
を
培
い
、
地

域
に
共
通
す
る
課
題
を
解
決
し
な
が

ら
、
住
み
よ
い
地
域
社
会
を
つ
く
る

た
め
に
組
織
さ
れ
た
団
体
で
す
。

　

３
月　

日
現
在
で
市
内
に
は　

の

15

391

自
治
会
な
ど
の
団
体
が
あ
り
ま
す
。

◆
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
た
め
に

　

自
治
会
の
大
き
な
役
割
の
１
つ
と

し
て
、
地
域
の
「
安
全
」・「
安
心
」

な
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
、
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
や
防
犯
灯
の
設
置
要
望
や

維
持
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
ぐ
る
み
の
救
助
・
防

災
活
動
と
し
て
日
ご
ろ
か
ら
防
災
訓

練
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
夏
祭
り
や
資
源
ご
み
の

回
収
、
環
境
美
化
運
動
な
ど
の
活
動

で
地
域
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

◆
自
治
会
に
加
入
す
る
に
は

　

自
治
会
へ
の
加
入
手
続
き
は
、
各

自
治
会
で
異
な
り
ま
す
。
お
住
ま
い

の
地
域
の
自
治
会
長
や
近
所
の
方
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、自
治
会
の
活
動
は
、市
民
生

活
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
自
治
会
の
活
動
を
わ
か
り
や
す
く
紹

介
し
た
加
入
促
進
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
市

民
生
活
課
な
ど
で
配
布
し
て
い
ま
す　

【
問
合
せ
】
市
民
生
活
課

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

は
５
月
２
日
鉦
ま
で
無
料
で
す
。

◆
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の

縦
覧

　

４
月
１
日
金
か
ら
５
月
２
日
鉦
ま

で（
土
日
□祝
 

除
く
）、市
役
所
課
税
課
、

関
宿
支
所
で
無
料
で
縦
覧
で
き
ま
す
。

※
土
地
・
家
屋
の
固
定
資
産
税
の
仕
組

み
は
、
納
税
通
知
書
に
同
封
し
て
い
る

お
知
ら
せ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】課
税
課
土
地
係
・
家
屋
係

　

平
成　

年
度
の
固
定
資
産
課
税
台

28

帳
の
閲
覧
と
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦

覧
帳
簿
の
縦
覧
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　

４
月
１
日
金
か
ら（
土
日
□祝
 
・
年
末

年
始
除
く
）、
市
役
所
課
税
課
、
関
宿

支
所
、
北
・
中
央
・
南
出
張
所
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

　

費
用
は
、
１
枚　

円
で
、
納
税
義

300

務
者
（
借
地
・
借
家
人
な
ど
を
除
く
）

固
定
資
産
課
税
台
帳
な　
　

ど

 

の
閲
覧
と
縦
覧

兇

と
同
額
で
、
乗
用
カ
ー
ト
付
き
で
、

６
月
ま
で
と　

月
は
、２
千　

円
、７

10

600

月
か
ら
９
月
ま
で
は
２
千　

円
で
す
。

400

※
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払
い
可
能

【
問
合
せ
】
み
ど
り
と
水
の
ま
ち
づ

く
り
課
、
プ
レ
ー
の
予
約
の
こ
と
は

野
田
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
場
ひ
ば

り
コ
ー
ス
☎
７
１
３
８ 

１
１
１
２

－

5便４便３便２便1便下り

１６：０５１４：１５１２：４０１０：２０ 8：４５関宿中央
ターミナル発

１６：４０１４：５０１３：１５１０：５５ 9：２０関宿城博物館着

5便４便３便２便1便上り

１６：５５１５：２０１３：３０１１：０５9：３５関宿城博物館発

１７：３０１５：５５１４：０５１１：４０１０：１０関宿中央
ターミナル着

■臨時バス停留所の位置図 ル
ー
ト
」（
通
常
は
上
醤
□祝
 

運
休
）
で

臨
時
便
を
運
行
し
ま
す
。

　

ま
つ
り
当
日
は
会
場
付
近
の
交
通

規
制
の
た
め
、
臨
時
バ
ス
停
留
所
を

設
置
し
ま
す
（
位
置
は
時
間
に
よ
り

変
わ
り
ま
す
）。

※
イ
ベ
ン
ト
が
悪
天
候
な
ど
で
中
止
の

場
合
で
も
臨
時
便
は
運
行
し
ま
す
（
臨

時
バ
ス
停
は
設
置
し
ま
せ
ん
）

【
問
合
せ
】
企
画
調
整
課

　

県
立
関
宿
城
博
物
館
周
辺
を
会
場

に
、
４
月
９
日
土
に
「
関
宿
城
ま
つ

り
」
と
「
関
宿
城
さ
く
ら
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、ま
め
バ
ス「
関
宿
城

■関宿城ルート臨時便時刻表 「
関
宿
城
ま
つ
り

「
関
宿
城
ま
つ
り
」」へ
は
へ
は

ま
め
バ

   
ま
め
バ
スス
臨
時
便

臨
時
便
のの
ごご
利
用
利
用
をを

自
治
自
治
会会
にに
加
入
加
入
しし

暮
ら
し
や
す

　
暮
ら
し
や
す
いい
地
域
地
域
にに
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生
ご
み
堆
肥
化
装
置
の
購
入
助
成
の
利
用
を

　

市
は
、
ご
み
排
出
量
を
平
成　

年
22

度
を
基
準
に
、　

年
度
ま
で
に
３
割

33

削
減
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
家
庭
で
の
生
ご
み
減
量

６
月　

日
は
市
長
選
挙
と

12

　　　　　　　　　　　　　　 
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

　

任
期
満
了
に
伴
う
市
長
選
挙
を
行
う

と
と
も
に
、
市
議
会
議
員
に
欠
員
が
生

じ
た
た
め
、
同
時
に
市
議
会
議
員
補
欠

選
挙
を
行
い
ま
す
。

【
投
票
日
】
６
月　

日
日

12

【
告
示
日
】
６
月
５
日
日

◆
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

市
長
選
挙
と
市
議
会
議
員
補
欠
選

対前年度
比（％）増減平成２７年度平成２８年度区分

97.88△76,3373,593,4783,517,141収入
収益的
収支 97.55△75,9583,098,7583,022,800支出

99.92△379494,720494,341収支差引

35.52△10,40916,1435,734収入
資本的
収支 98.74△22,6351,795,4891,772,854支出

99.3112,226△1,779,346△1,767,120収支差引

対前年度
比（％）増減平成２７年度平成２８年度区分

101.１０6255６,98257,607給水件数（件）
100.1014,43514,621,70014,636,135年間総給水量（逢）
99.79△29,87714,212,29214,182,415年間総有収水量（逢）
100.3714939,95040,099一日平均給水量（逢）
99.69△0.397.296.9有収率（％）
73.13△290,6721,081,806791,134建設改良工事主要な建設

工事（千円） 315.59338,276156,904495,180拡張工事

◆予算概要

◆業務概要

（単位：千円、△は減を表す）

（△は減を表す）

挙
の
立
候
補
予
定
者
を
対
象
に
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
４
月　

日
水　

時　

分
か
ら

27

13

30

【
場
所
】
市
役
所
８
階
大
会
議
室

【
内
容
】
立
候
補
届
出
書
類
の
交
付

や
書
類
の
作
成
方
法
な
ど

【
問
合
せ
】選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

平
成　

年
度

２８

　

平
成　

年
度
の
野
田
市
水
道
事
業

28

会
計
の
予
算
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

　

収
益
的
収
支
予
算
は
、
総
収
入　
35

億
１
千　

万
１
千
円
、
総
支
出　

億

714

30

２
千　

万
円
で
、
収
支
差
引
４
億
９

280

千　

万
１
千
円
で
、
当
年
度
純
利
益

434
（
税
抜
）は
３
億
９
千　

万
円
と
な
り

197

ま
し
た
。

　

な
お
、こ
の
中
に
資
本
金
に
組
み
入

れ
る
べ
き
減
価
償
却
見
合
い
分
の
長
期

前
受
金
戻
入
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、

当
該
戻
入
を
除
く
純
利
益（
税
抜
）は

２
億
１
千　

万
１
千
円
と
な
り
ま
す
。

86

　

ま
た
、
資
本
的
収
支
予
算
で
は
、

総
収
入　

万
４
千
円
、
総
支
出　

億

573

17

７
千　

万
４
千
円
で
、　

億
６
千　

285

17

712

万
円
の
収
入
不
足
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

不
足
額
は
、
過
年
度
分
損
益
勘
定

留
保
資
金　

億
２
千　

万
６
千
円
、

13

525

減
債
積
立
金
３
億
４
千　

万
２
千

106

円
、
当
年
度
分
消
費
税
お
よ
び
地
方

消
費
税
資
本
的
収
支
調
整
額
１
億　
80

万
２
千
円
で
補
て
ん
し
ま
す
。

　

施
設
整
備
は
、
水
道
水
の
安
定
供

給
の
た
め
の
老
朽
管
布
設
替
工
事
・

給
水
希
望
者
の
要
望
に
よ
る
配
水
管

布
設
工
事
と
し
て
総
工
事
延
長
１
万

　

メ
ー
ト
ル
の
整
備
や
浄
配
水
場
施

540設
更
新
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
水
道
部
業
務
課
☎
７
１

２
４ 

５
１
４
５

－

水
道
事
業
会
計
の
予
算
概
要

競

ら
誰
で
も
利
用
で
き
、
お
し
ゃ
べ
り

や
情
報
交
換
な
ど
が
で
き
る
場
で
す
。

　

来
場
の
際
は
、
飲
み
物
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
（
食
べ
物
の
持
ち
込
み

は
で
き
ま
せ
ん
）。

【
開
設
日
時
】
月
曜
日
～
金
曜
日
の

　

時
～　

時
（
祝
日
も
開
設
）

10

15

【
問
合
せ
】
元
気
☎
７
１
３
７ 

９

５
２
１
、
は
つ
ら
つ
・
ゆ
う
み
い
☎

７
１
９
７ 

２
１
３
３

－

－

　

認
知
症
や
閉
じ
こ
も
り
予
防
を
目

的
と
し
、
地
域
の
高
齢
者
が
気
軽
に

集
え
る
場
所
と
し
て
、
昨
年
３
月
に

シ
ル
バ
ー
サ
ロ
ン
「
元
気
」（
野
田　
679

 

２
）
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

「
は
つ
ら
つ
・
ゆ
う
み
い
」（
中
根

　

）
と
同
様
に
、
手
芸
や
健
康
麻
雀

193な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
、楽
し

い
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
お
む
ね　

歳
以
上
の
高
齢
者
な

65

－

シ
ル
バ
ー
サ
ロ
ン「
元
気
」が
開
設
１
周
年

条　件限度額助成範囲対象装置

１か年度に１
世帯２基まで１０,０００円

１基につき購入金額
 の２分の１
（百円未満切り捨て）

コンポスト
密閉式容器
キエーロ

５か年度（該当
年度を含む）に
１世帯１台まで

３０,０００円購入金額の２分の１
（千円未満切り捨て）

生ごみ処理
機（機械式）

※登録販売店か認定店（キエーロのみ）から購入してください
（登録販売店と認定店は、市ホームページか啓発冊子平成２８年度
版「野田市のごみの出し方資源の出し方」を参照してください）。
登録販売店と認定店以外で購入された場合は、助成金を受給でき
ません
※キエーロは、土に含まれる微生物の力で生ごみを消滅させるコ
ンポスト容器です

の
た
め
、４
月
１
日
金
か
ら
、市
が

指
定
す
る
生
ご
み
堆
肥
化
装
置
の

購
入
者
へ
の
助
成
を
拡
充
し
ま
す
。

【
助
成
条
件
】
次
の
す
べ
て
を
満

た
す
方
＝
①
市
内
に
住
所
を
有
し

居
住
し
て
い
る
個
人
、ま
た
は
、市

内
に
事
業
所
を
有
し
て
い
る
事
業

者
、
②
生
ご
み
堆
肥
化
装
置
を
自

ら
の
敷
地
内
に
設
置
す
る
、
③
生

ご
み
堆
肥
化
装
置
に
よ
り
減
量
し

て
堆
肥
化
し
た
も
の
を
利
用
す
る
、

④
世
帯
全
員
ま
た
は
、
事
業
者
に

市
税
の
滞
納
が
な
い

※
希
望
者
は
、
清
掃
計
画
課
へ
事
前

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い　

【
問
合
せ
】
清
掃
計
画
課

◆助成の対象装置と給付条件



平
井　

関
宿
総
合
公
園
体
育
館
☎
７

401

１
９
８ 

８
５
０
０
へ

◆
総
合
公
園
普
通
救
命
講
習
会　

５

月
７
日
上
９
時
～
正
午
総
合
公
園
体

育
館
で
。
先
着　

人
。
申
込
み
は
４

30

月
９
日
上
～
５
月
１
日
醤（
鍾
除
く
）

に
直
接
同
館
窓
口
へ
。
問
同
館
☎
７

１
２
５ 
１
１
５
５

◆
春
風
館
道
場
剣
道
教
室　

５
月
８

日
～
平
成　

年
３
月　

日
の
第
２
・

29

26

４
醤　

時
～
正
午
春
風
館
道
場
で
。

10

　

歳
以
上
。
竹
刀
持
参
。
申
込
み
は

16４
月　

日
上
ま
で
に
電
話
か
直
接
同

16

道
場
☎
７
１
２
５ 

１
２
１
２（　
13

時
～　

時
）へ

17
イ
ベ
ン
ト

◆
企
画
展
「
野
田
に
生
き
た
人
々
そ

の
生
活
と
文
化
２
０
１
６
」　

４
月
２

－－

－

田
文
化
広
場
☎
７
１
２
４ 

６
８
５

１
・
思
７
１
２
４ 

６
８
６
６
へ

◆
初
級
パ
ソ
コ
ン
講
座
「
ワ
ー
ド
入

門
」　

４
月　

日
鍾
、　

日
鞘
、　

日

19

22

26

鍾　

時
～
正
午
野
田
公
民
館
（
欅
の

10
ホ
ー
ル
内
）
で
。
全
３
回
。
マ
ウ
ス

の
操
作
と
文
字
入
力
が
で
き
る
方
。

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の　

歳
以

20

上
。　

人（
抽
選
）。　

円
。
申
込
み

23

500

は
４
月　

日
鍾
必
着
で
往
復
は
が
き

12

（
講
座
名
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

－

－

◎
市
や
官
公
庁
な
ど
の
行
事
（
講
座
・
イ
ベ
ン
ト
・
募
集
・
相
談
会
）
な
ど

の
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
費
用
の
記
載
が
な
い
場
合
は
、
原
則
無
料

日
上
～
７
月
４
日
鉦
９
時
～　

時
郷

17

土
博
物
館
で
。
旧
石
器
時
代
か
ら
古

墳
時
代
ま
で
の
考
古
遺
物
の
展
示
。

平
成　

年
度
の
新
収
蔵
資
料
も
公
開
。

27

問
同
館
☎
７
１
２
４ 

６
８
５
１

◆
図
書
館
子
ど
も
ま
つ
り　

４
月　
17

日
醤
９
時
～　

時
各
図
書
館
で
。
本

17

を
借
り
た
子
に
特
製
し
お
り
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
。
興
風
図
書
館
（
☎
７
１
２

３ 

７
６
１
１
）
…
お
も
ち
ゃ
病
院

野
田
の
開
院
（
９
時
～　

時
）
や

16

「
親
子
で
見
学
！
と
し
ょ
か
ん
バ
ッ

ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー
」（
９
時　

分
～　

45

10

時
５
分
、　

時　

分
～　

時
５
分
、

10

45

11

　

時
～　

時　

分
・
各
先
着　

人
）

15

15

20

15

な
ど
。
南
図
書
館
（
☎
７
１
２
５ 

７
９
８
１
）
…
工
作
教
室
（　

時　
13

30

分
～　

時　

分
・
先
着　

人
）。
北
図

14

30

15

書
館
（
☎
７
１
２
９ 

８
８
１
１
）

－

－

－

－

☎
を
明
記
）
か
直
接
返
信
用
は
が
き

持
参
で
〒　
 

０
０
３
５
中
野
台　

278

168

 

１
野
田
公
民
館
☎
７
１
２
３ 

７

８
１
８
へ

◆
関
宿
総
合
公
園
体
育
館
で
各
種
教

室　

①
小
磯
典
子
氏
（
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
元
日
本
代
表
）
の
初
心
者
バ

ス
ケ
ッ
ト
教
室
…
４
月　

日
～
５
月

21

　

日（
５
月
５
日
を
除
く
）の
木　

時

19

17

～　

時　

分
。
全
４
回
。
未
就
学
児

18

20

～
小
学
６
年
生
の
未
経
験
者
・
初
心

者
。４
千　

円（
１
回
千　

円
）。②
や

800

350

す
ら
ぎ
ヨ
ガ
…
５
月
５
日
～　

日
の

26

木　

時
～　

時
。
全
４
回
。　

歳
以

10

11

20

上
。
２
千　

円
。
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
か
バ

50

ス
タ
オ
ル
持
参
。
い
ず
れ
も
申
込
み

は
電
話
か
往
復
は
が
き
（
住
所
・
氏

名
・
ふ
り
が
な
・
年
齢
・
☎
を
明
記
・

１
家
族
１
通
）
で
〒　
 

０
２
２
５

270

－

－

－

－

失失失失失失失失失失失失失失失失失失失

講
座
・
講
演
会

◆
寺
子
屋
講
座　

４
月　

日
日　

時

17

13

　

分
～　

時　

分
市
民
会
館
で
。
前

30

15

30

田
み
の
る
氏
（
メ
イ
キ
ャ
ッ
プ
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
）
に
よ
る
「
プ
ロ
メ
イ
ク

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
前
田
み
の
る
が
教
え

る
貴
方
に
あ
っ
た
眉
描
き
方
レ
ッ
ス

ン
」。
先
着　

人
。　

円（
高
校
生
以

20

500

上
の
学
生　

円
）。申
込
み
は
４
月
６

250

日
鐘
か
ら
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で 

野

４月の
保育所園庭開放

失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失

　保育所の子どもたちと遊び、親子
で保育体験ができます。育児相談も
あります。時間は１０時～１１時で当日
会場受付です。問合せは各保育所へ。

電　　話開放日保育所名

☎７１３８-０５７７１２日火福 田

☎７１２２-７１５８
１４日木

東 部
２８日木

☎７１９８-３８２５１５日金木間ケ瀬

☎７１２２-１７７０１９日火花 輪

☎７１２４-２２２１２１日木南 部

☎７１２２-５７４１２６日火中 根

共

　三ツ堀・木野崎地区の利根川河川
敷に整備した「野田市スポーツ公園」
のうち、平成５（１９９３）年に完成した
施設が「イベント広場」です。約８ヘ
クタールの敷地に、桜の木を植樹し
た広場や水路などがあります。
　さらに、西洋のお城の形をイメー
ジした遊具は、ロープにつかまって

滑るターザンロープやジャングルジ
ム、滑り台などを備え、子どもたち
にも大人気です。
　天気の良い日には、弁当持参でピ
クニックやボール遊びを楽しむこと
や、土手の上から利根川の流れや遠
くの筑波山を望むこともできます。
＜アクセス＞まめバス新南ルート「スポー
ツ公園」下車徒歩約１分（土日轄祝 は運休）

スポーツ公園・イベント広場

桜の季節には弁当持参で花見桜の季節には弁当持参で花見もも

お花見や遊具遊びも



業
「
昔
の
く
ら
し
展
」
…
４
月　

日
26

鍾
～
７
月
３
日
醤
９
時
～　

時　

分

16

30

（
入
館
は　

時
ま
で
）。昔
懐
か
し
い

16

生
活
用
品
や
農
耕
具
な
ど
を
展
示
。

　

円
（
高
校
・
大
学
生　

円
）。
②
関

200

100

宿
城
将
棋
大
会
…
５
月
４
日
鐘
（
大

人
の
部
）、
５
日
障
（
子
ど
も
の
部
）

９
時
か
ら
。
各
先
着　

人
。
大
人
の

64

部
の
み
千　

円
。
い
ず
れ
も
食
事
付

500

き
。
③
郷
土
食
講
座「
そ
ば
打
ち（
打

ち
方
コ
ー
ス
）」…
５
月　

日
醤
９
時

15

　

分
～
正
午
。
先
着　

人
。
千　

円
。

30

18

100

申
込
み
は
②
は
４
月
５
日
鍾
、
③
は

４
月　

日
鞘
か
ら
同
館
☎
７
１
９
６

15

 

１
４
０
０
へ

募
集
・
そ
の
他

◆
家
庭
生
活
支
援
員　

ひ
と
り
親
家

庭
の
親
が
求
職
活
動
や
病
気
な
ど
の

際
に
、
一
時
的
に
保
育
や
家
事
な
ど

を
行
う
「
ひ
と
り
親
家
庭
等
日
常
生

－

日
９
時　

分
か
ら
総
合
公
園
体
育
館

30

で
。ク
ラ
ス

別
に
個
人

戦
と
団
体

戦
。
観
戦

自
由
。
問

青
少
年
課

◆
県
立
関
宿
城
博
物
館
で
イ
ベ
ン
ト

な
ど　

①
国
際
博
物
館
の
日
記
念
事

中
の
願
書
を
４
月
４
日
鉦
～　

日
鞘

22

（
上
・
醤
除
く
）に（
一
財
）消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
千
葉
県
支
部
へ
。
４

月　

日
鍾
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
の
ホ

19
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
み
も
可
。問
野

田
市
消
防
防
災
協
会（
消
防
本
部
予

防
課
内
）☎
７
１
２
４ 

０
１
１
４

◆
水
道
水
の
水
質
検
査
計
画
公
表　

安
全
な
水
を
提
供
す
る
た
め
定
期
的

に
実
施
。
水
道
部
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
閲
覧
可
。
問
水
道
部
工
務
課
☎

７
１
２
４ 

５
１
４
６

◆
納
税
ご
よ
み
の
配
布　

平
成　

年
28

度
市
県
民
税
や
国
民
健
康
保
険
税
な

ど
の
納
期
限
を
記
載
。市
役
所
収
税
課

や
支
所
、各
出
張
所
、公
民
館
、市
内

金
融
機
関
な
ど
で
配
布
。
問
収
税
課

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
を
再

送　

郵
便
局
で
の
保
管
期
間
経
過
後

に
返
送
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通

知
カ
ー
ド
を
２
月　

日
鞘
に
簡
易
書

26

留
で
再
送
。
昨
年　

月
５
日
時
点
で

10

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
通
知
カ
ー
ド

を
受
け
取
っ
て
い
な
い
方
は
、
市
民

課
へ
。
問
市
民
課
、
制
度
の
こ
と
は

国
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０

（　

） ０  
１  
７  
８ 
（
平
日
９
時　

分
～

マ 

イ 
ナ
ン 
バ
ー

95

30

　

時
、
土
・
日
・
轄祝
 

９
時　

分
～　

時

20

30

17

　

分
）・
外
国
語
対
応
☎
０
１
２
０

30（ 
０  
１  
７  
８ 
）　

（
平
日
９
時　

分
～

マ 

イ 
ナ
ン 
バ
ー

26

30

　

時
、
土
・
日
・
轄祝
 

９
時　

分
～　

20

30

17

時　

分
）

30

－

－

医師会だより -------- 336

頑 顔眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

頑
顔

眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼

…
工
作
教
室
（　

時
～　

時　

分
・

13

14

15

先
着　

人
）。
せ
き
や
ど
図
書
館（
☎

15

７
１
９
８ 

４
９
４
６
）
…
工
作
教

室（　

時
～　

時
・
先
着　

人
）。工
作

15

16

15

教
室
の
申
込
み
は
４
月
７
日
障
９
時

か
ら
電
話
か
直
接
各
図
書
館
へ
。
各

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
時
間
や
会
場
、
申

込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
各
図
書
館
へ

◆
青
少
年
柔
剣
道
大
会　

４
月　

日
17

－

活
支
援
事
業
」
の
支
援
員
。
登
録
制

で
、
支
援
可
能
な
時
だ
け
の
活
動
。

保
育
士
か
旧
訪
問
介
護
員
（
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
）
３
級
以
上
の
資
格
が
あ

る
方
。
報
酬
あ
り
。
問
児
童
家
庭
課

◆
家
庭
児
童
相
談
員　

鉦
～
鞘
の
９

時
～　

時
。児
童
家
庭
課
内
で
勤
務
。

17

子
育
て
の
悩
み
な
ど
の
相
談
業
務
。

日
給
８
千　

円
。
問
児
童
家
庭
課

100

◆
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー　

日
常
生
活

で
気
付
い
た
利
根
川
の
情
報
を
河
川

事
務
所
に
連
絡
。
利
根
川
付
近
に
住

む　

歳
以
上
の
方
。
７
月
１
日
鞘
か

20
ら
２
年
間
。
手
当
支
給（
予
定
）。
申

込
み
は
５
月
６
日
鞘
ま
で
に
利
根
川

上
流
河
川
事
務
所
目
吹
出
張
所
☎
７

１
２
２ 

３
０
１
４
へ

◆
危
険
物
取
扱
者
試
験　

６
月　

日
12

醤
日
本
大
学
生
産
工
学
部
実
籾
校
舎

（
習
志
野
市
）で
。
申
込
み
は
消
防
本

部
予
防
課
、消
防
署
、各
分
署
で
配
布

－

　　

 
市
税
な
ど
の
納
期（
４
月
）

　

５
月
２
日
鉦
ま
で
の
納
期
の
市
税
な
ど
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

◆
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
１
期
）

　

４
月　

日
鐘
ま
で
に
通
知
書
が
届
か
な
い
と
き

20

は
、
課
税
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

納
税
通
知
書
を
お
持
ち
に
な
り
、
最
寄
り
の
金

融
機
関
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
収
税
課
、
課
税
課

頑 顔眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

頑
顔

眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼

　

心
臓
超
音
波
検
査

　

心
エ
コ
ー
図
法
は
、
１
９
５
４
年
に
断
層
心
エ

コ
ー
図
法
が
開
発
さ
れ
、
装
置
の
進
歩
と
と
も
に

良
好
な
画
像
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

心
臓
の
構
造
や
機
能
に
関
す
る
多
く
の
情
報
を
、

体
を
傷
つ
け
る
こ
と
な
く
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

心
疾
患
の
診
断
や
重
症
度
の
判
定
、
心
機
能
の
評

価
に
広
く
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

カ
ラ
ー
ド
プ
ラ
断
層
法
の
開
発
後
は
、
心
腔
内

の
血
流
の
情
報
も
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
パ
ル

ス
ド
プ
ラ
法
や
連
続
波
ド
プ
ラ
法
を
併
用
す
る
こ

と
で
、
心
内
圧
の
推
定
や
詳
細
な
心
機
能
の
評
価

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、急
速
に
普
及
し
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
循
環
器
疾
患
の
診
断
に
は
、
胸
部

X
線
や
心
電
図
と
並
び
、
必
要
不
可
欠
な
検
査
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
血
圧
を
基
礎
疾
患
に
持
つ
人
は
、虚
血
性
脳
血

管
障
害
・
心
疾
患
の
リ
ス
ク
が
高
く
、心
臓
超
音
波

（
心
エ
コ
ー
）検
査
を
お
勧
め
し
ま
す
。（
K
・
Ｓ
）

凶

◎
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
入
会
説
明
会
…
４
月　

日
火　

時
～
正
午
総
合
福
祉
会
館
で
。育
児
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
い
方
と

１２

１０

受
け
た
い
方
。申
込
み
は
事
前
に
野
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
６ 

５
０
５
０
・
思
７
１
２
６ 

５
０
５
１
へ

－

－

　

４
月　

日
上
に
長
野
県
で
行
わ

23

れ
る
「
第　

期
名
人
戦
第
２
局
」

74

の
「
全
国
一
斉
大
盤
解
説
会
」
を
、

い
ち
い
の
ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー
ル
で

開
催
し
ま
す
。

【
時
間
】　

時
～　

時
（
予
定
）・

14

21

受
付
は　

時　

分
か
ら

13

30

【
対
局
者
】
羽
生
善
治
名
人
と
佐

藤
天
彦
八
段

【
定
員
】
先
着　

人
125

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
い
ち
い

の
ホ
ー
ル
内
で
地
元
の
関
根
金
次
郎

支
部
に
よ
る
臨
時
大
盤
解
説
会
を
開

催
し
ま
す

【
申
込
み
】
当
日
会
場
受
付

【
問
合
せ
】
商
工
観
光
課

い
ち
い
の
ホ
ー
ル
で
名
人
戦
大
盤
解
説

日ごろ磨いた技を披日ごろ磨いた技を披露露



講
座
・
講
演
会

◆
南
部
梅
郷
・
習
字
ク
ラ
ブ　

４
月

　

日
、　

日
、
５
月
８
日
、　

日
、

10

24

22

　

日
の
醤
９
時　

分
～　

時　

分
と

29

30

10

30

４
月　

日
、
５
月　

日
の
障　

時
～

21

19

17

　

時
南
部
梅
郷
公
民
館
で
。
小
・
中

18学
生
。
各
回
先
着
５
人
。
各
回
千
円
。

申
込
み
は
４
月
５
日
鍾
か
ら
鈴
木
☎

　
 

４
４
３
９ 

４
８
０
３
へ

090◆
万
葉
仮
名
を
い
ろ
は
か
ら　

４
月

　

日
、　

日
の
鐘　

時　

分
～　

時

13

27

13

30

15

　

分
野
田
公
民
館（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）

30で
。
万
葉
仮
名
を
小
筆
・
筆
ペ
ン
で

書
く
。
各
先
着
５
人
。
各　

円
。
小

500

筆
か
筆
ペ
ン
な
ど
持
参
。
申
込
み
は

４
月
５
日
鍾
か
ら
各
前
日
ま
で
に
山

崎
☎　
 

４
２
０
１ 

８
５
８
６
へ

090

◆
「
成
年
後
見
」
っ
て
な
～
に
？
み

ん
な
で
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

　

４
月　

日
上　

時　

分
～　

時　

16

13

30

15

30

分
北
部
公
民
館
で
。
ビ
デ
オ
上
映
と

講
演
。
申
込
み
は
事
前
に
電
話
か
フ

ァ
ク
ス
で
加
藤
☎
・
思
７
１
２
０ 

５
０
５
５
へ（
当
日
参
加
も
可
）

－

－

－

－

－

児
と
親
。
②
ジ
ュ
ニ
ア
新
体
操
…　
16

時
～　

時　

分
。
４
歳
～
小
学
生
の

18

30

女
児
。
い
ず
れ
も
先
着　

人
。　

円
。

20

500

申
込
み
は
４
月
５
日
鍾
か
ら
又
吉
☎

　
 

１
１
２
０ 

８
２
６
３
へ

080イ
ベ
ン
ト

◆
上
花
輪
歴
史
館
で
各
種
イ
ベ
ン
ト

　
 
上 
じ
ょ
う 
巳 
の
節
句
飾
り
…
４
月　

日
日

し

10

ま
で
。　

時
～　

時
（
最
終
日
は　

10

17

13

時
ま
で
）。書
院
を
中
心
に
住
宅
内
に

ひ
な
飾
り
を
展
示
。
千　

円
（
要
予

500

約
・
旧
住
居
棟
内
部
の
見
学
を
含
む
）。

春
季
企
画
展
「
１
９
２
７
～
１
９
３

０
年
の
絵
葉
書
写
真
展
」
…
７
月　
31

日
醤
ま
で
。　

時
～　

時
。　

代
兵

10

17

29

左
衛
門
が
産
業
視
察
の
旅
先
で
家
族

に
贈
っ
た
絵
葉
書
か
ら
数
百
点
を
選

び
複
製
展
示
。　

円
。
問
同
館
☎
７

500

１
２
２ 

２
０
７
０

◆
「
北
斎
の
瀧
と
橋
」
展　

５
月
８

日
日
ま
で
。　

時
～　

時（
入
館
は　

10

17

16

時
ま
で
）茂
木
本
家
美
術
館
で
。葛
飾

北
斎
の「
諸
国
瀧
廻
り
」全
８
図
や「
諸

国
名
橋
奇
覧
」　

図
、
北
斎
漫
画　

11

15

冊
な
ど
を
展
示
。　

円
（
小
・
中
学

700

生　

円
）。
要
予
約
。
申
込
み
は
事
前

400
に
同
館
☎
７
１
２
０ 

１
４
８
９
へ

◆
つ
く
し
ん
ぼ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト　

４
月
８
日
鞘　

時　

分
～　

時
市
役

12

30

13

所
１
階
つ
く
し
ん
ぼ
で
。
ジ
ャ
ズ
ピ

ア
ノ
ト
リ
オ
に
よ
る「
T
a
k
e　
F

－

－

－

－

◆
リ
ラ
ッ
ク
ス
ヨ
ガ
体
験　

４
月　
18

日
月　

時　

分
～　

時　

分
中
央
公

19

20

20

30

民
館
で
。
初
心
者
。先
着　

人
。申
込

10

み
は
４
月
６
日
鐘
か
ら
前
日
ま
で
に

渡
辺
☎　
 

１
６
０
０ 

２
５
９
４

090

◆
大
人
の
た
め
の
英
会
話
・
韓
国
語
入

門　

４
月　

日
～
６
月　

日（
５
月

21

16

５
日
を
除
く
）の
障
中
央
公
民
館
で
。

英
会
話
…　

時　

分
～　

時　

分
。

13

30

14

30

韓
国
語
…　

時
～　

時
。い
ず
れ
も
全

15

16

８
回
。外
国
人
講
師
か
ら
学
ぶ
。先
着

　

人
。５
千
円
。筆
記
用
具
持
参
。申

15込
み
は
い
ず
れ
も
４
月
５
日
鍾
か
ら

前
田
☎　
 
６
４
８
９ 
２
８
０
３
へ

090

◆
子
宮
美
人
ヨ
ガ　

４
月　

日
鞘　

22

10

時
～　

時　

分
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

12

30

会
館（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）で
。
ヨ
ガ
と

布
ナ
プ
キ
ン
づ
く
り
。
女
性
。
先
着

　

人
。
２
千　

円
。
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
か

10

500

バ
ス
タ
オ
ル
持
参
。
申
込
み
は
４
月

５
日
鍾
～　

日
鐘
に
立
岡
☎　
 

３

20

080

０
１
６ 

３
３
３
３
へ

◆
新
体
操
体
験
講
座　

４
月　

日
鐘

27

総
合
公
園
体
育
館
で
。
①
親
子
新
体

操
…　

時
～　

時
。
２
、
３
歳
の
女

10

11
－

－

－

－

－

－

i
v
e
」や「
ア
ベ
マ
リ
ア
～
ジ
ャ
ズ

バ
ー
ジ
ョ
ン
」な
ど
。問
つ
く
し
ん
ぼ

◆
野
田
市
釣
会
連
合
会
へ
ら
部
春
季

大
会　

４
月　

日
醤
５
時
印
旛
沼 
物 もの

10

 
木  
機 
き 

き 
場 （
印
西
市
）集
合
。
千　

円
。

じ
ょ
う

300

　

時
に
検
量
。
希
望
者
は
４
月
５
日

15鍾
ま
で
に
え
び
す
や
釣
具
店
☎
７
１

２
３ 

３
１
３
８
へ

◆
さ
く
ら
草
展
示
会　

４
月　

日
鞘

15

～　

日
醤
９
時
～　

時
（
最
終
日
は

17

17

　

時
ま
で
）
興
風
会
館
地
下
ギ
ャ
ラ

15リ
ー
で
。
約　

鉢
。
問
宇
佐
見
☎
７

300

１
３
８ 

２
１
４
４

◆
運
河
土
手
に
春
の
野
草
を
訪
ね
て

　

４
月　

日
上
９
時
運
河
駅
集
合
。

16

　

時　

分
解
散
。
利
根
運
河
や
理
窓

13

30

公
園
で
野
草
や
樹
木
を
観
察
。　

円
。

200

筆
記
用
具
、
昼
食
、
雨
具
持
参
。
当

日
会
場
へ
。
問
柳
沢
☎
７
１
２
４ 

－

－

－

９
１
４
５

◆
懐
か
し
い
映
像
を
楽
し
む
集
い　

４
月　

日
土　

時　

分
～　

時　

分

16

13

30

15

30

野
田
公
民
館（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）で
。

司
馬
遼
太
郎
作
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

「
街
道
を
ゆ
く
」
の
オ
ラ
ン
ダ
紀
行

と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
紀
行
を
上
映
。
先

着　

人
。
当
日
会
場
へ
。
問
佐
々
木

65
☎
７
１
２
９ 

２
４
３
８

◆
フ
ラ
ス
タ
ジ
オ
カ
レ
イ
ア
ロ
ハ
・
ハ

ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
&
タ
ヒ
チ
ア
ン
ダ
ン

ス
発
表
会　

４
月　

日
醤　

時　

分

17

12

30

～　

時
文
化
会
館
で
。当
日
会
場
へ
。

16
問
高
野
☎
７
１
２
５ 

３
１
１
０

◆
野
田
市
の
文
化
財
を
記
録
す
る
会

写
真
展　

４
月　

日
鐘
～　

日
鍾
９

20

26

時
～　

時
（
初
日
は　

時
か
ら
、
最

17

10

終
日
は　

時
ま
で
）
市
役
所
ふ
れ
あ

16

い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。
約　

点
。
問
川

45

－

－

　

今 
日

    

は

き
ょ
う

 
図  
書  
館 
で
ぬ
い
ぐ
る

と 

し
ょ 
か
ん

み
の
お
と
ま
り 
会 
。
か
い 

夜  
遅 
く
に
な

よ
る 
お
そ

る
と 
本 
の
ほ
ん

 
世  
界 
か
ら
い
ろ
ん
な

せ 
か
い

も
の
が 
出 
て

で

 
来 
る
よ
。

く

 
本 
の
ほ
ん

 
中 
か
な
か

ら 
飛 
び
と

 
出 
し
て

だ

 
来 
た
ク
マ
が

き

 
図 と

 
書  
館 
で

し
ょ 
か
ん

 
大  
暴 
れ
。

お
お 
あ
ば

 
夜 
の 
図  
書  
館 
は

よ
る 

と 
し
ょ 
か
ん

ど
き
ど
き
ワ
ク
ワ
ク
の 
連  
続 
！

れ
ん 
ぞ
く

New Books
せきやど図書館の推せん図書

　

日
本
の
春
を
告
げ
る
竹
の
子

ご
飯
や
昭
和
の
夏
の
風
物
詩
と

い
え
る
き
ゅ
う
り
も
み
な
ど
、

昔
懐
か
し
い
記
憶
を
辿
り
な
が

ら
紡
ぐ
料
理
本
。和
食
の
み
の
食

卓
か
ら
洋
食
も
登
場
す
る
過
程

が
わ
か
る
、興
味
深
い
一
冊
で
す
。

拶７１２３-７６１１
拶７１２５-７９８１
拶７１２９-８８１１
拶７１９８-４９４６

興風図書館
南 図 書 館
北 図 書 館
せきやど図書館

◎
伝
言
板
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
自
主
的
な
活
動
（
催
し
物
・
会
員
募
集
）
の
情
報

コ
ー
ナ
ー
で
す
。
費
用
の
記
載
が
な
い
場
合
は
、原
則
無
料
。
掲
載
を
希
望
す
る
方

は
、
発
行
日
の
１
か
月
前
ま
で
に
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
へ

「昭和ごはん」
高橋良枝・著
朝日新聞出版

協

「よるのとしょかん
だいぼうけん」
村中李衣・作
北村裕花・絵
BL出版



島
☎　
 

７
８
２
６ 

５
８
６
９

090

◆
千
葉
県
書
作
家
連
盟
展　

４
月　
20

日
鐘
～　

日
醤　

時
～　

時
（
最
終

24

10

17

－

－

で
。当
季
雑
詠
未
発
表
作
品
２
句
持

参
、当
日
席
題
１
句
。千
円
。当
日
参

加
で
き
な
い
方
は
２
句
を
記
し
た
用

紙
と
参
加
費
を
４
月　

日
鍾
消
印
有

12

効
で
〒　
 

０
０
４
３
清
水　
 
　

278

527

10

髙
橋
☎　
 
１
７
６
４ 
３
２
８
８
へ

090

◆
野
田
市
民
テ
ニ
ス
大
会
（
ダ
ブ
ル

ス
）　

５
月
１
日
、
８
日
、　

日
の
醤

29

総
合
公
園
庭
球
場
で
。
男
子
、女
子
、

男
子
壮
年
の
ク
ラ
ス
。１
組
４
千
円
。

申
込
み
は
４
月　

日
鞘
ま
で
に
最
寄

15

り
の
市
内
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
へ
。
問
川

間
グ
リ
ー
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
☎
７
１

２
９ 

１
０
５
５

◆
さ
つ
き
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ま
つ

り　

５
月
５
日
障　

時
～　

時
総
合

10

15

－

－

－

－

－

公
園
体
育
館
と
周
辺
で
。
雨
天
時
は

体
育
館
の
み
。
こ
い
の
ぼ
り
ト
ン
ネ

ル
・
大
型
野
田
か
る
た
な
ど
の
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
和
太
鼓
・
ダ
ン
ス

の
発
表
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

な
ど
。
当
日
会
場
へ
。
問
渡
辺
☎　
090

 

７
８
２
２ 

８
５
１
２

◆
ち
び
ま
め
ル
ー
ム　

５
月　

日
～

24

平
成　

年
３
月
７
日
の
鍾　

時
～　

29

10

11

時　

分
。
全　

回
。
来
春
か
ら
２
・

30

12

３
年
保
育
入
園
予
定
の
幼
児
。
入
園

準
備
に
つ
い
て
。　

人（
抽
選
）。
８

15

千
円
。
申
込
み
は
４
月　

日
鉦
～　

11

22

日
鞘
の
９
時
～　

時
に 

ゆ
う
＆
み

11

い
☎
７
１
２
４ 

１
３
６
７
へ

募
集
・
相
談

◆
お
た
の
し
み
市
場
（
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
）
出
店
者　

５
月　

日
上　

21

10

時
～　

時 

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

13

ゆ
っ
く
っ
く
で
。
先
着　

人
。　

円
。

10

500

希
望
者
は
４
月
５
日
鍾
か
ら
前
日
ま

で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
ゆ
っ
く
っ

く
☎
・
思
７
１
２
９ 

８
０
８
９
へ

◆
遺
言
・
相
続
無
料
相
談
会　

４
月

　

日
鍾
９
時
～
正
午
野
田
商
工
会
議

19所（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）で
。
高
齢
期
の

人
生
設
計
・
遺
言
・
相
続
・
成
年
後

見
な
ど
。
先
着
３
人
。
申
込
み
は
４

月
５
日
鍾
９
時
か
ら
前
日
ま
で
に 

老
い
じ
た
く
あ
ん
し
ん
ね
っ
と
☎
７

１
６
９ 

４
１
６
５
へ

－

－

－

－

－

日
は　

時
ま
で
）
さ
わ
や
か
ち
ば
県

16

民
プ
ラ
ザ（
柏
市
）で
。
約　

点
。
問

100

太
田
☎
７
１
２
０ 

２
４
８
８

－

◆
１
億
総
貧
困
社
会
を
考
え
る　

４

月　

日
上　

時　

分
～　

時
中
央
公

23

13

30

16

民
館
で
。い
じ
め
が
テ
ー
マ
の
映
画「
海

底
の
君
へ
」の
視
聴
・
懇
談
。当
日
会
場

へ
。問
富
村
☎
７
１
２
５ 
４
１
５
３

◆
の
だ
ス
ポ
レ
ク
卓
球
交
流
大
会　

４
月　

日
醤
９
時
～　

時
総
合
公
園

24

17

体
育
館
で
。抽
選
に
よ
る
団
体
戦
Ｗ
Ｗ

Ｓ
。先
着　

人
。　

円
。ラ
ケ
ッ
ト
、ゼ

150

500

ッ
ケ
ン
、昼
食
持
参
。申
込
み
は
４
月

５
日
鍾
～　

日
醤
に
往
復
は
が
き（
住

10

所
・
氏
名
・
☎
・
性
別
を
明
記
）で
〒　
278

 

０
０
２
２
山
崎
１
９
８
５ 
　

古
15

谷
☎　
 

１
２
５
０ 

４
６
７
６
へ

090

◆
野
田
俳
句
連
盟
春
季
俳
句
大
会　

４
月　

日
醤　

時
～　

時
興
風
会
館

24

10

16
－

－

－

－

－

匡

失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失

失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失

失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失

◎
前
回
の
正
解
と
当
選
者

　

３
月
１
日
号
の
正
解
は
「
む
し
ょ
う

は
い
ふ
」
で
し
た
。

　
　

人
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
の
結

８４
果
、
当
選
者
は
板
橋
佐
和
子
様
、
今
村

耕
一
様
、
加
瀬
ひ
と
み
様
、
千
葉
久
男

様
、
中
山
香
織
様（
五
十
音
順
）で
す
。

　

３
月　

日
障
で
「
有
効
期
限
の

31

記
載
の
な
い
野
田
市
共
通
商
品
券

（
ノ
ッ
ク
ス
券
）」の
利
用
が
終
了

し
ま
し
た
。
未
使
用
の
当
該
商
品

券
の
払
い
戻
し
を
行
い
ま
す
の
で
、

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
出
方
法
】
未
使
用
の
当
該
商

品
券
を
野
田
市
商
業
協
同
組
合

（
野
田
商
工
会
議
所
内
）に
持
参

【
申
出
期
間
】
４
月
１
日
鞘
～
平

成　

年
３
月　

日
鞘（
上
・
醤
・
□祝
 

、

30

30

年
末
年
始
、
８
月　

日
を
除
く
）

15

【
払
戻
方
法
】
有
効
期
限
の
あ
る

野
田
市
共
通
商
品
券
と
交
換
・
後

日
、
現
金
か
口
座
振
込

【
問
合
せ
】
野
田
市
商
業
協
同
組

合（
野
田
商
工
会
議
所
内
）☎
７
１

２
２ 

３
５
８
５

－

「
野
田
市
共
通
商
品
券
」の
払
い
戻
し

【
問
題
】
マ
ス
目
の
中
に
言
葉
を
埋

め
、二
重
ワ
ク
の
中
の
文
字
を
Ａ
か

ら
G
の
順
に
並
べ
て
答
え
を
作
っ
て

く
だ
さ
い
。ヒ
ン
ト
＝
今
号
の
７
ペ

ー
ジ
に
答
え
が
あ
り
ま
す（
出
題
＝

秘
書
広
報
課
・
参
考
＝
大
辞
林
）。

【
タ
テ
の
カ
ギ
】
②
き
ね
を
使
っ
て

餅
を
つ
く
道
具
。
③
人
生
の
心
理
な

ど
を
短
く
ま
と
め
、
助
言
や
教
訓
と

な
る
語
句
。
④
犬
な
ど
の
足
の
裏
に

あ
る
弾
力
の
あ
る
部
分
。
⑥
昔
話
の

主
人
公
で
、お
椀
の
船
に
乗
り
、針
を

刀
に
し
、鬼
を
退
治
し
た
の
は
「
一
ー

法
師
」。⑦
漢
字
で
「
鰯
」。
⑩
耳
に
つ

け
る
ア
ク
セ
サ
リ
ー
は
「
ー
リ
ン
グ
」

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】
①
「
I
M
F
」
は

「
国
際
ー
基
金
」
の
略
称
。
⑤
４
月

か
ら
「
I
保
育
園
分
園
」
が
開
園
（　
１３

面
参
照
）。
⑧
「
シ
ル
バ
ー
サ
ロ
ン

ー
」
が
１
周
年
（　

面
参
照
）。
⑨

１５

ぶ
ど
う
酒
。「
赤
ー
」。
⑪
見
え
る
範

囲
。
⑫
英
語
で
「
エ
レ
フ
ァ
ン
ト
」。

【
応
募
方
法
】
４
月　

日
日
必
着
で
、

１７

は
が
き
に
答
え
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
市
報
に
対
す

る
ご
意
見
を
明
記
し
、
〒　

―
8
5
5

２７８

0
野
田
市
役
所
秘
書
広
報
課
「
の
だ
っ

こ
ク
イ
ズ
」
係
ま
で
。
正
解
者
の
中
か

ら
抽
選
で
５
名
様
に
「
図
書
カ
ー
ド
」

を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
市
報
の
だ
」

の
ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募
で
き
ま
す

　

正
解
と
当
選
者
は
５
月
１
日
号
で
発

表
し
ま
す
。
な
お
、
当
選
者
の
方
は
氏

名
を
紙
面
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎
市
報
の
だ
に
お
子
さ
ん
の
写
真
の
掲
載
を
…「
わ
が
家
の
天

使
」の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
。事
前
に
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
へ

◎
訂
正
と
お
詫
び
…
市
報
3
月　

日
号
健
康
ガ
イ
ド
・
4
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
し
ま
し
た
4
月
3
日
日
と　

日
日
の
外
科（
昼
間
）の
休
日
当
番
医
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

１５

１０

た
。
正
し
く
は
、
3
日
日
は
「
し
ば
や
ま
整
形
外
科
☎
７
１
２
０ 

５
３
５
５
」、　

日
日
は
「
門
倉
医
院
☎
７
１
２
４ 

５
３
１
１
」
で
す
。
訂
正
し
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

１０

―

―



市の鳥市の花

ひばりつつじ

市の木

けやき

市報のだ　第１２０９号　平成２８年４月１日号／発行＝野田市（〒２７８－８５５０　野田市鶴奉７番地の１・☎◯０４ ７１２５－１１１１）／編集＝企画財政部秘書広報課

人口と世帯（H２８.３.１現在）
●人口＝１５５,２３９人（＋８）
　男＝７８,０８４人（＋４１） 女＝７７,１５５人（－３３）
●世帯＝６５,３０２世帯（＋８５）
●市の面積＝１０３.５４㎢

須賀 湊 くん
みなと

（H２４.１０.７生）
   　

診療時間＝外科・産婦人科＝９時～２２時（ただし１６時～１９時は除く）、内科＝９時～１６時（１９時～２２時は急病センター）
ただし、①の１９時～２２時は小張総合病院（☎７１２４－６６６６）、②の１９時～２２時はキッコーマン総合病院（☎７１２３－５９１１）で行います
※休日当番医は変更することもあります。受診の際にはテレホンガイド（☎７１２４－７２７２：コード６１０１）、または野田市ホームページ
（http://www.city.noda.chiba.jp/kurashi/kenko/shinryo/1000348.html）で確認をしてください。

 急病センター ☎７１２５－１１８８ ▼内科・小児科＝１９時～２２時（毎日）
▼歯科診療＝９時～１２時（休日）

  竹広 咲  來 ちゃん
さく ら

（H２７.６.１３生）
　

産婦人科内　　科外　　科日（曜日）

キッコーマン総合病院（☎７１２３－５９１１）スズキ皮フ科内科クリニック（☎７１２６－２２８５）しばやま整形外科（☎７１２０－５３５５）①３日（日）

遠藤産婦人科医院（☎７１２４－７８６０）うちだ内科クリニック（☎７１２７－８１８１）門倉医院（☎７１２４－５３１１）②１０日（日）

杉崎クリニック（☎７１２５－１０７０）②あら山子どもクリニック（☎７１２９－７１４９）川間春日町整形外科小児科クリニック（緯７１２７－６３３３）①１７日（日）

川間太田産婦人科医院（☎７１２７－１１３５）梅郷痛みと内科のクリニック（☎７１２６－１９００）小張総合病院（☎７１２４－６６６６）２４日（日）

小張総合病院（☎７１２４－６６６６）江医院（☎７１２４－２８３１）野田中央病院（☎７１２２－６１６１）２９日（金）

消費生活センター（☎７１２３－１０８４）
◆消費生活相談　購入した品物の苦情や
問合せ、架空請求・多重債務相談など。
月～金１０時～１６時（正午～１３時除く）
障がい者支援課（市役所内）
◆障がい者の相談支援　□市 １階＝月～金
８時３０分～１７時１５分
◆専門相談　□市 １階＝１３時３０分～１６時…
発達教育（４日、１８日）、生活療育（７日）、
就労者生活（２１日）、こころの生活（２６日）、
生活支援（２８日）。電話予約
◆当事者・関係者相談　□市 １階＝１０時～
正午…視覚障がい者（５日）、知的障がい者
（６日）、ろうあ者（１９日）／１３時３０分～１５時
３０分…聴覚障がい者（５日）、身体障がい者
（６日）、精神障がい者（１９日）。電話予約
あさひ育成園（☎７１２２－７１５９）
◆外来療育相談　就学前の身体発達の遅
れなど。第１・３木１５時～１７時。電話予
約（月１６時～１７時）
こだま学園（☎７１２２－２９１６）
◆外来療育相談　就学前の知的発達の遅
れなど。第１・３火１５時～１７時。電話予
約（月１６時～１７時）
法人や団体などが開催する相談
◆心配ごと相談　日常生活の悩みなど。
総合福祉会館＝毎週火・第１金１３時～１６
時。問社会福祉協議会☎７１２４－３９３９
◆行政書士無料相談　遺言や相続、離婚
など。１５日金１３時～１６時。欅のホール４
階第一集会室。電話予約。問千葉県行政
書士会東葛支部・伊佐☎７１２９－０８０３
◆登記無料相談　相続登記や土地建物登
記など。１２日火９時３０分～１５時３０分。□市 
市民相談室。前日までに電話予約。問野
田地区司法書士会、土地家屋調査士会・
栗原☎７１２５－３２２０

◆母子父子家庭等・婦人相談　母子、父
子家庭、寡婦など。月９時～１９時、火～
金９時～１７時
◆母子・父子自立支援プログラム策定事業
　児童扶養手当を受給中の母子家庭の母
か父子家庭の父。個別相談（要予約）、就
労のための「自立支援プログラム」作成。
月９時～１９時、金９時～１７時
職業相談室（商工観光課）
◆無料職業紹介所　市が独自に開拓した
求人情報の提供。□市 ２階＝月・水・金。□い ４
階＝第３火。９時～１７時（正午～１３時除く）
◆内職相談　□市 ２階＝月～金１０時～１５時
３０分（正午～１３時除く）
◆ジョブカフェのだ（問合せ・予約＝
商工観光課／会場＝野田地域職業訓練
センター）　セミナー・個別相談（要予約）、
求人案内。３５歳未満の方かその親。２６日火
１０時～１６時
パーソナルサポートセンター（生活支援課）
◆自立するための生活・就労などに関する
総合相談　□市 ２階＝月～金９時～１７時。
☎７１２５－２２１２
青少年センター（☎７１２５－２６３９）
◆青少年の悩み事相談　年末年始を除く
毎日。９時～１６時３０分（電話相談も可）
ひばり教育相談（青少年センター内☎７１２５
－８０８８）
◆教育相談　学校生活の悩みや不登校な
ど。青少年センター内＝月～金９時～１６
時３０分（電話・面談・訪問）
ひまわり相談（野田幼稚園☎７１２２－２４５０・
関宿南部幼稚園☎７１９８－２０７５）
◆教育相談　発達・子育てで心配なこと
など。野田幼稚園＝第２・４木、関宿南
部幼稚園＝第１・３木。１０時～１４時３０分。
電話予約（１４時～１７時１５分）

市民相談（☎７１２５－１１１１代表）
※４月の法律・不動産・行政・税務相
談は、４月１日金９時から電話で予約
を受付
◆一般市民相談　日常生活の悩みごとや
相続、離婚などの一般的な手続きなど。
簡単な相談は電話も可
◆法律相談　弁護士に相談。裁判で訴訟、
調停中は不可。□市 ７・１２・１４・２０・２６日。
□い １４・２８日。７日間で７０人
◆不動産相談　土地や建物の取引など。
□市 １３日。８人
◆行政相談　国や特殊法人などの仕事へ
の苦情や要望など。□市 １９日。□い １３日。２
日間で８人
◆税務相談　相続税・贈与税など。□市 １５
日。８人
※交通事故相談は、相談員が研修のため、
今月はありません
人権・男女共同参画推進課（市役所内）
◆人権相談　人権問題での悩みなど。□市 
７・１８・２７日。□い ２１日。４日間で１６人。
電話予約
◆女性のための相談　□市 ５階＝第１～４
木。野田公民館（欅のホール３階）＝第２土。
１０時～１６時。電話予約（電話相談も可）
児童家庭課（市役所内）
◆家庭児童相談室　児童の問題など。月
～金９時～１７時
◆児童虐待相談電話「子どもＳＯＳ」　
月～金９時～１７時。時間外、土・日・□祝 は留
守番電話かファクス。☎・思０１２０－７８３２８１

　月の
　相談日案内
□市 …市役所、□い …いちいのホール

４
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